
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
フ

ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
一
考
察

ー
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
一

西

村

貞

枝
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【
要
約
】
　
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
運
動
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
初
期
か
ら
第
一
次
大
戦
に
至
る
時
期
の
明
確
に
組
織
さ
れ
た
社
会
運
動
と
し

て
目
覚
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
の
主
溝
権
は
、
一
貫
し
て
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
が
握
り
、
そ
の
解
放
の
対
象
も
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
婦
人
に

限
定
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
婦
人
の
反
逆
を
惹
き
起
し
た
主
要
因
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
特
に
顕
著
な
、
婦
人
の
有
給
雇
用
へ
の
偏
見
反
擾
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ソ
の
経
済
的
困
窮
の
事
態
に
存
し
た
。
彼
女
ら
に
開
か
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
職
業
は
、
半

ば
私
的
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
で
あ
り
、
供
給
過
剰
の
そ
の
職
業
の
労
働
条
件
は
、
極
端
な
薄
給
な
ど
、
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
諸
事
実
が
、
形

成
期
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
発
展
さ
せ
る
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
圧
力
と
し
て
作
用
し
た
。
こ
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
の
企
て
が
、
女
子
の
低
劣
な
教

育
状
況
の
改
善
、
婦
人
の
雇
用
領
域
の
拡
大
運
動
を
生
み
、
そ
れ
ら
が
、
当
初
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
の
狭
い
意
図
か
ら
、
よ
り
幅
の
広
い
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

へ
と
発
展
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
本
流
で
あ
る
婦
人
参
政
権
運
動
の
土
嚢
と
人
材
を
成
長
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
大
巻
二
号
　
一
九
七
三
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
婦
人
の
法
的
・
社
会
的
・
政
治
的
地
位
の
変
化
を
総
称
す
る
も
の
と
し
て
の
「
婦

人
解
放
」
史
は
、
特
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
開
始
か
ら
第
一
次
大
戦
末
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
社
会
的
諸
発
展
の
最
も
目
覚
し
い
局
面
の
一

つ
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
「
婦
人
解
放
」
史
の
内
で
、
傑
出
し
た
一
部
を
成
す
、
直
接
的
な
組
織
さ
れ
た
社
会
運
動
で
あ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
富
邑
コ
δ
ヨ
（
女
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

拡
張
運
動
）
は
、
婦
人
参
政
権
獲
得
と
い
う
政
治
上
の
解
放
を
、
そ
の
最
上
の
達
成
と
し
て
位
置
づ
け
る
、
知
的
起
源
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
運
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動
と
し
て
通
例
記
述
さ
れ
て
き
た
。
E
・
ア
レ
ヴ
ィ
は
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
　
「
一
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
哲
学
、
そ
し

て
沈
滞
の
年
月
の
後
に
一
八
六
〇
年
頃
の
時
期
を
特
徴
づ
け
る
偉
大
な
個
人
主
義
的
自
由
主
義
的
運
動
の
中
で
そ
れ
ら
の
思
想
や
哲
学
が
復
活

し
た
こ
と
一
こ
れ
ら
が
、
工
場
や
会
社
に
お
い
て
、
専
門
職
や
公
的
生
活
に
お
い
て
、
男
性
と
の
平
等
を
要
求
す
る
よ
う
に
婦
人
を
駆
り
立

て
た
衝
動
が
引
き
出
さ
れ
た
源
で
あ
る
。
運
動
の
起
源
は
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
で
あ
っ
て
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
で
は
な
く
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
で
は
な
か
っ
た
。
」
　
と
。
ア
レ
ヴ
ィ
が
、
知
的
起
源
を
強
調
す
る
の
は
、
産
業
革
命
に
よ
る
婦
人
の
工
場
労
働
の

創
出
を
、
婦
人
の
解
放
の
決
定
的
原
因
と
み
な
し
、
他
の
諸
国
に
比
し
て
の
そ
の
運
動
の
激
し
さ
・
早
さ
の
理
由
と
考
え
る
マ
ル
ク
ス
流
の
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
唯
物
論
へ
の
疑
念
か
ら
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
専
ら
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
言
入
の
運
動
で
あ
っ
て
、
労
働
階

級
の
婦
人
が
、
生
存
し
て
き
た
情
況
は
、
　
「
二
つ
の
民
族
」
伴
≦
o
口
暮
δ
湯
と
い
う
言
葉
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
中
期

の
ほ
と
ん
ど
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
知
識
や
共
感
を
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
下
層
の
ラ
ン
ク
で
起
っ
た
婦
人
の
社
会
的
地
位
の
変
化
は
、
一
八
五

〇
一
七
ケ
年
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
努
力
に
ほ
と
ん
ど
負
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

労
働
婦
人
の
運
動
と
は
、
時
折
係
わ
り
合
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
平
行
線
を
辿
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

本
流
と
し
て
の
婦
人
参
政
権
運
動
は
、
チ
ャ
；
チ
ズ
ム
の
よ
う
に
経
済
的
要
求
が
、
運
動
の
基
礎
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
質
的
に
ミ
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ク
ラ
ス
の
婦
人
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
政
治
運
動
で
あ
っ
た
と
一
般
に
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
通
説
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
た
婦
人
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

政
権
運
動
の
金
体
的
把
握
と
し
て
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
エ
ズ
ム
の
そ
の
よ
う
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
的
性
格
ゆ
え
に
、

運
動
の
知
的
起
源
を
あ
ま
り
に
強
調
し
て
、
経
済
的
側
面
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
無
視
同
然
と
な
る
と
、
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

．
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
的
即
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
（
そ
れ
と
対
立
す
る
の
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
即
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的

と
い
う
結
び
つ
き
）
と
結
び
つ
く
説
明
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
み
出
す
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
圧
力
と
な
っ
た
ミ
ド
ル

ク
ラ
ス
婦
人
内
都
の
経
済
的
要
因
を
、
従
来
と
は
少
し
異
な
る
方
向
か
ら
強
調
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
い
く
ら
か
で
も
婦
人
の
問
題
を
中
心
に

据
え
る
や
り
方
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
社
会
を
考
え
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
プ
ロ
パ
ー
、
も
っ
と
言
う
な
ら
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
プ
ロ
パ
ー
の
存
在
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と
し
て
の
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
」
σ
q
o
く
Φ
ヨ
①
ω
ω
と
い
う
婦
人
の
職
業
を
取
り
上
げ
る
。

　
少
し
異
な
る
方
向
と
述
べ
た
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
な
婦
人
の
解
放
の
背
景
に
経
済
上
の
要
因
が

作
用
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
時
に
は
、
労
働
婦
人
が
イ
シ
ニ
ア
チ
ヴ
を
握
っ
た
と
い
う
場
合
の
外
は
、
次
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
合
い

で
言
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
経
済
成
長
の
過
程
で
、
工
業
化
前
の
時
代
に
家
族
の
保
持
し
て
い
た
経
済
的
機
能
が

減
少
の
一
途
を
辿
り
、
そ
の
た
め
に
婦
人
の
内
部
に
生
み
出
さ
れ
た
有
用
性
（
経
済
上
の
役
割
）
の
喪
失
意
識
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
運
動
の
背

景
に
あ
・
た
と
い
う
こ
と
で
あ
如
そ
の
喪
失
感
は
・
特
に
経
済
的
繁
栄
を
享
受
し
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
に
顕
著
で
あ
り
・
そ
れ
は
ま
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

前
世
紀
の
W
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
『
イ
ギ
リ
ス
法
註
解
』
以
後
確
立
さ
れ
た
既
婚
婦
人
の
法
的
地
位
の
欠
如
の
状
態
が
加
わ
っ
て
強
化
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
「
有
閑
婦
人
」
一
巳
①
謹
。
旨
き
が
、
自
ら
の
「
遊
惰
し
§
①
器
ω
。
。
の
状
態
に
耐
え
き
れ
ず
、
無
用

さ
へ
の
焦
燥
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
主
要
動
機
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
経
済
的
要
因
の
説
明
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
当
時
の
婦
人
の
低
劣

な
労
働
条
件
と
は
、
何
も
産
業
分
野
、
工
場
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
だ
け
に
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
前
記
の
説
明
も
、
長
く
続
い
た
幅

広
い
社
会
的
変
化
（
意
図
さ
れ
ず
、
予
期
さ
れ
も
し
な
か
っ
た
諸
事
件
の
結
果
を
も
含
む
「
婦
人
の
解
放
」
）
に
対
し
て
、
確
か
に
何
ら
か
の
潜

在
的
影
響
力
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
明
確
に
組
織
さ
れ
た
社
会
運
動
と
し
て
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
起
源
を
考
え
る
時
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
一

部
の
婦
人
の
経
済
的
困
窮
の
事
実
が
、
よ
り
重
大
で
よ
り
直
接
的
な
も
の
と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
経
済

的
要
因
を
考
察
す
る
た
め
に
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
叛
乱
を
惹
き
起
し
た
諸
原
因
お
よ
び
諸
結
果
と
の
、
複
雑
な
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
な
網
の
目
を
解
く
た
め
に

こ
れ
こ
そ
が
決
定
的
な
ど
と
は
未
だ
言
え
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
比
較
的
重
要
な
要
因
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
①
目
器
＆
。
お
ω
冨
暮
8
（
O
血
．
）
阜
唱
ぎ
§
§
O
器
箋
§
帖
囁
w
奪
ミ
愚
ミ
急
偽
ミ
曽
　
　
ま
で
は
、
成
就
さ
れ
た
い
か
な
る
事
柄
に
お
い
て
も
、
最
終
的
満
足
は
あ
り
え
な

　
　
ミ
。
篭
偽
§
ミ
題
器
鴇
り
H
G
。
。
。
幽
讐
や
五
く
・
早
耳
8
ω
勺
9
く
興
O
。
σ
げ
。
に
よ
っ
て
　
　
　
　
・
い
。
　
『
参
政
権
は
、
婦
人
の
地
位
の
鍵
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
が
、
陳
腐
な
ほ
ど

　
　
書
か
れ
た
ぎ
鉾
。
α
塞
翁
。
口
に
お
い
て
「
婦
人
運
動
の
広
汎
な
進
農
…
…
そ
の
進
　
　
　
　
　
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
得
た
な
ら
、
望
み
得
る
あ
ら
ゆ
る
特
権
は
、
そ
の

　
　
歩
の
栄
冠
と
完
成
は
…
：
・
参
政
権
の
達
成
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
に
到
る
　
　
　
　
後
か
ら
続
い
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
」
と
あ
る
。
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②
蛭
δ
寓
鍮
①
〈
ざ
這
ミ
職
。
送
ミ
き
恥
塑
屯
慨
血
刀
。
慧
ミ
嵩
§
こ
噂
鳳
為
“
§
ミ
冠

　
く
。
り
く
H
”
↓
ぎ
知
ミ
馬
ミ
b
塁
N
o
ミ
§
8
遣
象
－
遣
ミ
．
お
①
押
℃
℃
．
鼻
8
ム
㊤
ド

　
（
輕
象
9
お
職
ま
国
璽
黛
恥
昏
粛
馬
ミ
恥
§
い
k
N
k
い
趨
亀
魯
6
鷺
山
か
ら
の
英
訳
）

③
N
ミ
3
や
幽
。
。
N

④
工
場
法
の
婦
人
労
働
霧
雲
規
定
へ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
反
対
や
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

　
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
に
よ
る
「
婦
人
労
働
組
合
連
盟
」
（
毛
。
二
二
、
。
。
8
第
』
Φ
d
三
。
嵩

　
り
魯
α
q
器
）
の
結
成
な
ど
に
係
わ
り
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
。

⑤
0
9
幹
録
8
殉
。
＜
2
§
ミ
§
．
影
野
嚇
“
導
£
馬
§
ミ
、
ミ
童
ぎ
ミ
§
ミ
切
ミ
ミ
“
肘
曝

　
謎
＆
1
遣
ミ
嚇
δ
の
メ
や
誌
．

⑥
第
一
次
大
戦
直
前
の
時
期
の
婦
人
参
政
権
運
動
の
中
で
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
パ
ン

　
ク
ハ
ー
ス
ト
の
組
織
し
た
「
イ
ー
ス
ト
・
ロ
ソ
ド
ソ
連
盟
」
　
（
肖
霧
庁
U
o
巳
。
ロ

　
男
。
ロ
。
箪
臨
。
昌
）
は
、
婦
人
参
政
権
と
、
労
働
婦
人
の
運
動
と
の
重
要
な
パ
イ
プ
と

　
し
て
見
過
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
活
動
は
、
パ
ン
ク
ハ
ー
ス
ト
親
子
の
組

　
織
し
た
「
婦
人
社
会
政
治
同
盟
」
（
毒
。
ヨ
⑦
p
．
ω
ω
。
9
巴
雪
α
℃
。
年
ド
巴
⇔
巳
。
旨
－

　
乏
ω
勺
¢
）
の
枠
の
中
で
、
少
数
派
で
し
が
な
か
っ
た
。

　
9
．
ω
団
脆
く
客
勤
㊤
並
置
霞
ω
け
”
§
馬
9
ミ
ミ
鷺
§
旨
§
罵
ミ
馬
ミ
、
§
㌍
蝋
ミ
帖
ミ
ミ
馬

　
§
“
§
ミ
ミ
特
ミ
恥
§
砺
§
ミ
ミ
ミ
動
噛
お
。
。
ピ

⑦
涛
。
＜
。
が
§
ミ
．
℃
》
声

⑧
　
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
婦
人
の
法
的
無
権
利
状
態
に
つ

　
い
て
は
、
水
田
珠
枝
「
女
性
解
放
思
想
の
形
成
過
程
」
　
『
思
想
』
五
二
五
男
、
一

　
九
六
八
年
、
七
一
頁
な
ど
。

ヴィクトリア時代のフェミニズムの一考察（西村）

ニ
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス

　
一
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
は

　
ガ
ヴ
一
，
ネ
ス
と
い
う
婦
人
の
職
業
は
、
系
図
を
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
よ
い
程
に
古
い
継
続
的
歴
史
を
持
っ
て
い
る
し
、
そ
の

役
割
内
容
や
、
社
会
的
地
位
は
、
疇
代
と
共
に
変
っ
て
き
た
が
、
比
較
的
初
期
に
は
、
主
に
王
室
や
上
流
階
級
だ
け
の
雇
用
人
で
あ
り
、
驚
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

的
に
博
識
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
も
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
対
象
は
、
そ
の
よ
う
な
高
名
な
少
数
の
女
性
で
は
な
く
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の

上
流
中
流
の
家
庭
の
中
で
無
名
の
ま
ま
生
存
し
た
、
自
ら
の
教
育
程
度
も
悪
く
、
一
九
世
紀
の
『
パ
ン
チ
』
誌
勺
琶
9
の
コ
ミ
ッ
ク
な
嘱
笑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
的
と
な
っ
て
い
た
群
像
と
し
て
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
で
あ
る
。

　
元
来
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
よ
る
家
庭
教
育
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
農
業
国
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
頃
の
、
旅
行
が
困
難
で
住
民
（
と
り
わ
け
女

性
）
は
、
ほ
と
ん
ど
静
止
し
て
い
た
時
代
の
実
際
的
処
置
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
の
産
業
上
の
発
展
に
伴
っ
て
地
方
の
孤
立
性

が
壊
れ
て
も
、
そ
の
慣
行
は
、
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
そ
の
貴
族
的
慣
行
を
模
倣
す
る
に
い
た
っ
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
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の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
　
『
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
ア
』
や
『
虚
栄
の
市
』
を
始
め
と
す
る
多
く
の
小
説
の
登
場
人
物
と
な
り
、
そ
の
惜
況
や
腿
題
性
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

種
々
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
一
つ
の
社
会
的
問
題
と
し
て
浮
び
上
っ
て
き
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
に
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
の
貴
族
の
古
い
慣
例
に
執
着
し
た
の
は
、
女
子
教
育
の
た
め
の
施
設
の
不
十
分
さ
だ
け
が
、
唯
一
の
理
由
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
こ
こ
で

当
時
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
家
庭
で
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
雇
う
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
雇
う
と
い
う
こ
と
は
、
新
興
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
と
っ
て
は
、
　
「
お
上
最
気
取
り
」
　
（
レ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
し
る
し

で
あ
っ
た
。
一
八
五
〇
1
七
〇
年
代
の
ミ
ド
ル
お
よ
び
ア
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
繁
栄
に
つ
い
て
研
究
し
た
バ
ン
ク
ス
の
君
う
よ
う
に
、
こ
の

時
期
の
繁
栄
の
結
果
は
、
単
に
よ
り
ぜ
い
た
く
な
生
活
様
式
の
採
用
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
社
会
的
評
価
へ
の
志
向
性
を
伴
っ
て

い
た
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
誇
示
し
た
「
お
上
品
気
取
り
」
を
示
す
、
バ
ン
ク
ス
の
所
謂
〈
℃
貧
竜
g
ヨ
斜
＝
ρ
〉
と
は
、
高
価
な
家
屋
敷
と
か
調

度
最
と
か
馬
車
と
い
う
よ
う
な
諸
道
具
だ
け
で
な
く
、
屋
内
外
で
雇
わ
れ
た
数
多
く
の
家
事
使
用
人
、
必
ず
外
国
で
過
す
長
い
休
暇
、
息
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
大
学
へ
遣
る
習
慣
、
さ
か
ん
な
デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
等
々
を
も
含
む
言
葉
で
あ
っ
た
。
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
う
い
っ
た
〈
℃
黙
竜
財
①
琶
9
蕾
〉
の
一
つ
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
上
昇
す
る
経
済
力
の
証
拠
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ゥ
ー
マ
ン
同
志
が
お
互
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
つ
い
て
客
間
で
愚
痴
の
ご
と
き
会
話
を
す
る
こ
と
ま
で
が
、
そ
の
家
の
経
済
力
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

社
会
的
地
位
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
そ
の
存
在
を
外
部
に
誇
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
更
に
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
雇
い
主
の
妻
が
、
ど
の
程
度

「
有
閑
婦
人
」
で
あ
る
か
を
示
す
存
在
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
妻
の
像
も
ま
た
、
〈
冠
養
喜
窪
霊
智
〉
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
既
存
の
権
威

的
社
会
階
級
を
羨
ん
で
い
た
新
興
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
は
、
そ
の
妻
や
娘
を
快
適
で
優
雅
な
「
遊
惰
」
の
生
活
を
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、
貴
族
を

ま
ね
た
の
で
あ
り
、
一
九
世
紀
初
め
に
は
、
」
・
S
ー
ミ
ル
の
『
婦
人
の
隷
従
』
か
ら
で
も
う
か
が
い
知
れ
る
よ
う
に
専
ら
家
事
的
義
務
を
担

　
　
　
　
　
　
　
⑧

っ
て
い
た
既
婚
婦
人
か
ら
、
家
事
お
よ
び
子
供
の
教
育
義
務
か
ら
も
解
放
さ
れ
て
、
全
く
働
く
必
要
の
な
い
、
と
い
う
よ
り
働
く
べ
き
で
な
い

既
婚
婦
人
へ
の
移
行
が
、
そ
の
家
族
の
男
性
の
成
功
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
「
遊
惰
」
と
い
う
慣
行
は
、
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

人
の
有
給
労
働
が
、
不
幸
で
あ
り
恥
辱
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
程
に
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
通
じ
て
拡
つ
た
。
な
か
ん
ず
く
、
伝
統
的
に
母
親
の
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重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
っ
た
子
供
の
教
育
の
た
め
に
箪
専
門
家
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
入
を
雇
う
と
い
う
こ
と
は
、
妻
や
母
親
の
家
事
的
機
能
か
ら
装

飾
的
機
能
へ
の
移
行
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
既
婚
婦
人
の
日
常
生
活
の
変
化
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
求
人
側
が
、
ガ
ヴ
岬
、
ネ
ス
に
求
め
た
要
件
、
す
な
わ
ち
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
出
身
階
級
は
、
何
で
あ
っ
た
か
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代

の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
両
親
は
、
当
時
の
女
子
教
育
の
主
要
目
的
で
あ
っ
た
上
品
な
嗜
み
霧
o
O
諺
祉
冨
げ
日
Φ
馨
ω
を
娘
に
教
え
る
こ
と
の
で
き
る

　
　
　
　
　
⑯

婦
人
を
求
め
た
。
も
っ
と
言
う
な
ら
、
良
家
の
出
の
婦
人
、
自
分
達
と
身
分
的
に
同
等
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と
が
、
要
件
で
あ

っ
た
。
が
、
　
一
方
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
は
新
し
い
「
有
閑
婦
人
」
の
理
想
像
が
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
内
で
完
全
に
勝
利
を
博
し
て
い
た

時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
し
て
ジ
ェ
ン
ト
ル
ゥ
ー
マ
ン
を
雇
用
す
る
こ
と
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
良
家
の
出

の
婦
人
は
、
自
身
で
生
計
を
稼
が
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
の
例
外
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　
2
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
へ
の
道

　
求
人
側
の
、
す
な
わ
ち
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
家
庭
で
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
雇
用
の
流
行
に
つ
い
て
前
節
で
述
べ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
ガ
ヴ
ァ
ネ

ス
は
、
常
に
供
給
過
剰
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
な
ぜ
雇
わ
れ
る
べ
き
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
が
、
多
数
生
じ
た
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
初
期
の
文
学
作
品
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終
結
に
引
き
続
く
年
月
に
、
困
窮
し
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
の
突
然
の
増

加
を
示
唆
し
、
そ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ソ
ト
ル
ウ
ー
マ
ソ
の
洪
水
を
、
国
の
経
済
の
急
速
な
膨
脹
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
、
よ
り
一
層
影
響
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
不
安
定
さ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
殺
到
に
対
応
す
る
だ
け
十
分
置
整
備
さ
れ
て
い
な
い
信
用
舗
度
、
そ
の
結
果
銀
行
の
倒
産
に
よ
る
経
済
的
困

窮
と
い
夢
。
セ
ス
で
も
・
て
諾
し
て
い
如
・
ま
た
・
バ
ン
ク
ス
は
・
天
三
か
年
代
の
頻
発
す
る
磐
倒
産
の
た
め
ガ
ヴ
・
ネ
ス
の
労
働

市
場
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
は
、
初
老
の
貧
窮
状
態
に
あ
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
独
身
女
性
や
未
亡
人
で
、
す
で
に
供
給
過
剰
と
な
っ
て
い
た
と

　
　
　
　
⑫

述
べ
て
い
る
。

　
職
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
独
身
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
増
大
は
、
別
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
初
期
に
限
ら
ず
、
十
九
世
紀
を
通
じ
て
常
態
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で
あ
る
し
、
そ
の
原
因
も
、
不
慮
の
経
済
上
の
困
窮
だ
け
で
な
く
、
　
『
パ
ン
チ
』
誌
の
い
わ
ゆ
る
「
あ
り
余
っ
た
女
性
」
　
8
露
巴
。
ω
毛
。
白
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

日
段
鴛
δ
の
の
閣
題
で
も
あ
っ
た
。
　
一
八
五
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
も
、
男
性
に
対
す
る
女
性
の
数
の
過
剰
を
特
に
問
題
と
し
て
い
る
が
、
　
一
八

五
一
年
の
セ
・
サ
ス
し
か
手
に
入
ら
な
い
の
で
・
一
八
豊
年
に
関
し
て
バ
ン
ク
ス
の
引
用
し
て
い
る
数
々
†
と
を
合
わ
せ
て
考
え
て
鶴
」

八
五
一
年
の
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
全
体
で
女
性
の
数
一
〇
、
七
三
五
、
九
一
九
人
、
う
ち
一
五
歳
以
上
七
、
○
瞬
三
、
七
〇
一
人
、
　
そ
の
う
ち

独
身
者
は
、
二
、
七
八
六
、
五
八
七
人
、
　
つ
ま
り
約
三
九
％
で
あ
る
。
　
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
が
既
婚
の
年
齢
群
（
三
五
一
四
〇
歳
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

中
で
す
ら
、
婦
人
の
四
分
の
一
が
独
身
だ
と
い
う
。
　
一
八
七
一
年
の
一
五
歳
以
上
の
独
身
女
性
の
概
数
三
、
二
二
八
、
七
〇
〇
人
、
　
つ
ま
り
こ

○
年
間
で
＝
ハ
・
八
％
の
増
加
で
あ
る
。
そ
れ
に
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
同
じ
二
〇
年
間
の
男
子
と
比
べ
る
と
、
七
二
、
五
〇
〇
人
か
ら
一
二
五
、

二
〇
〇
人
へ
の
余
分
の
独
身
女
性
数
の
増
加
を
伴
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
七
二
・
七
％
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
確
か
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
人

を
悩
ま
す
に
牽
分
な
数
掌
で
あ
る
。
こ
の
両
性
間
の
数
の
不
均
衡
は
、
植
民
地
へ
の
独
身
男
性
の
大
星
進
出
、
海
外
で
の
軍
役
、
一
般
に
男
性

に
お
い
て
高
い
死
亡
率
、
　
「
男
の
自
由
」
　
ヨ
霧
。
県
主
。
坤
。
①
α
○
ヨ
と
呼
ば
れ
た
独
身
生
活
を
楽
し
む
男
性
の
傾
向
な
ど
か
ら
生
じ
た
と
さ
れ

　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
が
、
こ
の
「
余
分
」
と
い
う
現
象
は
、
な
か
ん
ず
く
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
に
、
よ
り
顕
著
に
現
わ
れ
た
。
全
て
の
女
性
は
結
婚
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

あ
り
、
夫
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
楽
観
的
な
仮
説
は
、
十
九
世
紀
中
期
の
諸
現
実
に
は
響
く
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
な
ぜ
ジ
ェ
ン
ト
ル
ゥ
ー
マ
ン
が
、
職
業
を
求
め
た
か
を
説
明
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
小
説
の
規
格
化
さ
れ
た
よ
う
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
像
は
、
生

れ
育
ち
が
良
く
教
育
の
あ
る
女
性
が
、
父
親
（
ま
た
は
夫
）
の
死
か
破
産
で
扶
養
し
て
く
れ
る
係
累
も
な
く
て
、
パ
ン
を
稼
ぐ
必
要
か
ら
生
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
教
育
者
の
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
、
経
済
上
の
困
窮
の
問
題
が
、
一
番
強
く
関
心
を
持
た
れ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て

ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
職
は
、
有
給
雇
用
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
を
職
場
と
す
る
半
ば
私
的
な
職
で
あ
る
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ゥ
ー
マ
ン
と
し
て
の
身
分

を
失
わ
な
い
で
い
ら
れ
る
唯
一
の
職
業
と
し
て
正
当
化
さ
れ
、
自
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
に
と
っ
て
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

外
に
選
択
枝
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
職
を
通
じ
て
の
上
方
へ
の
社
会
的
流
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
が
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
上
昇

の
企
て
が
、
実
際
に
行
わ
れ
た
例
証
は
、
当
時
の
史
料
に
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
　
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
誌
ρ
舜
犀
曾
蔓

図
①
く
冨
茎
は
、
自
分
の
娘
の
社
会
的
身
分
の
上
昇
を
企
て
て
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
な
る
た
め
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
富
裕
農
民
や
小
売
商
人
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

慣
行
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
か
を
、
算
定
す
る
だ
け
の
資
料
は
な
い
が
、
前
述
の
記
事
が
、
　
「
多
く
の
育
ち

の
良
く
な
い
婦
人
が
、
そ
の
職
業
に
入
り
こ
み
、
俸
給
を
引
き
下
げ
て
、
良
い
生
れ
と
不
運
の
た
め
に
、
そ
れ
以
外
の
避
難
所
の
残
さ
れ
て
い

な
い
人
々
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
」
と
続
く
こ
と
や
、
ま
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
サ
ッ
カ
レ
ー
の
『
虚
栄
の
市
』
の
べ
キ
ー
・
シ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

プ
が
、
不
道
徳
の
見
本
の
よ
う
に
鋭
く
描
か
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
、
こ
う
い
う
上
方
へ
の
流
動

性
を
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
み
な
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
下
層
階
級
出
身
の
女
性
が
、
い
か
に
教
育
を
受
け
て
も
雇
う
側
の
判
断
で
は
、

や
は
り
育
ち
の
悪
い
者
と
し
て
映
る
の
で
あ
り
、
逆
に
ジ
ェ
ン
ト
ル
ゥ
ー
マ
ン
は
、
い
か
に
貧
困
で
も
ジ
ェ
ン
ト
ル
ゥ
ー
マ
ン
で
あ
り
続
け
た

と
言
え
よ
う
。

　
3
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
情
況

　
そ
れ
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
実
際
の
生
活
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
い
う
職
業
そ
の
も
の

の
分
析
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
後
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
う
組
織
さ
れ
た
社
会
的
運
動
へ
の
歴
史
的
発
展
と
い
う
脈
絡
か
ら
見
て
、
叙

述
を
必
要
と
考
え
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
職
業
の
ジ
レ
ン
マ
・
矛
盾
と
い
っ
た
も
の
を
中
心
に
そ
の
窮
状
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

　
ま
ず
、
第
一
に
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
市
場
の
供
給
過
多
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
一
八
五
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
の
職
業
分
類
で
は
か
ヴ
ア
ネ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

数
二
一
、
三
七
三
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
師
の
項
緕
に
入
っ
て
い
る
の
も
あ
る
よ
う
で
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
文
献
は
、
同
年
に
約
二
五
、
○
○

　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

○
人
と
挙
げ
て
い
る
。
単
純
な
統
計
だ
け
で
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
重
要
性
は
小
さ
く
見
え
る
が
、
　
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
求
人
広
告
の
一
例
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
〇
の
応
募
老
の
殺
到
と
い
う
よ
う
に
、
就
職
中
の
も
の
は
比
較
的
少
な
く
て
も
、
潜
在
的
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
数
は
、
相
当
程
度
膨
ら
む
で
あ

ろ
う
。
職
探
し
の
困
難
さ
の
実
例
は
至
る
所
に
見
ら
れ
る
。
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そ
の
よ
う
に
、
供
給
が
常
に
需
要
を
上
ま
わ
っ
た
こ
と
は
、
ガ
ァ
ヴ
ネ
ス
が
、
良
い
条
件
の
家
内
使
用
人
よ
り
も
低
い
給
料
で
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
特
別
な
能
力
を
持
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
割
増
は
な
か
っ
た
。
住
み
込
み
で
賄
付
き
で
は
あ
る
が
、
洗

濯
代
、
旅
費
、
医
療
費
な
ど
は
自
弁
で
あ
り
、
適
切
な
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ル
な
服
装
に
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
何
の
保
障
も
な
い
失

業
や
老
後
の
た
め
の
蓄
え
な
ど
も
必
要
だ
し
、
ま
た
、
ブ
ロ
ン
テ
姉
妹
の
よ
う
に
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
係
累
な
ど
を
持
つ
も
の
も
少
く

な
か
っ
た
。
給
料
の
額
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
基
準
も
な
く
家
庭
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
、
一
般
化
は
で
き
な
い
け
れ
ど
年
収
一
五
～
一
〇

〇
ポ
ン
ド
を
上
下
し
て
い
る
。
が
、
上
の
方
は
例
外
的
で
八
○
ポ
ン
ド
を
越
え
る
こ
と
は
滅
多
に
な
く
平
均
は
二
〇
～
四
〇
ポ
ン
ド
位
で
あ
っ

た
ろ
⑱
シ
・
占
・
ト
●
ブ
。
ソ
テ
の
場
合
で
年
収
二
〇
ポ
ン
ド
・
更
に
ご
○
％
が
洗
濯
代
と
し
て
差
し
引
か
れ
繭
・
こ
の
給
料
に
バ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
に
従
っ
て
賄
い
の
費
用
を
年
三
〇
ポ
ン
ド
と
想
定
し
て
付
け
加
え
て
も
、
F
・
P
・
コ
ッ
プ
が
、
　
「
年
に
二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
収
入
で
は
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ド
ル
ク
ラ
ス
の
安
楽
な
生
活
様
式
に
慣
れ
た
婦
人
に
と
っ
て
は
少
な
す
ぎ
る
」
と
雷
っ
て
い
る
の
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
窮
状
は
明
白
で
あ
ろ

う
。
最
良
の
条
件
下
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
で
も
、
失
職
・
病
気
・
老
齢
に
備
え
る
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
後
述
す
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
の
組
織

「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
O
o
く
。
旨
＄
ω
①
ω
、
切
①
難
く
。
冨
馨
ぎ
g
。
げ
津
暮
け
。
ロ
に
よ
っ
て
「
秘
か
に
提
供
さ
れ
る
一
時
的
援
助
」
し
か
頼
り
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
状
態
で
、
そ
の
援
助
の
数
は
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
救
貧
法
下
の
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
へ
と
到
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
記
録
は
、
稀
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
仕
事
内
容
は
、
給
料
と
同
様
家
族
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
っ
た
が
、
レ
ッ
ス
ン
の
他
に
生
徒
の
日
常
の
こ
と
か
ら
社
会
的
活
動
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

絶
え
ず
監
督
す
る
と
い
う
の
が
、
通
常
の
義
務
で
あ
っ
た
。
R
・
ス
ト
レ
イ
チ
イ
の
引
用
し
て
い
る
か
ヴ
ァ
ネ
ス
の
求
人
広
告
を
見
て
も
、
自

身
の
余
暇
な
ど
全
く
な
い
情
況
で
、
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
た
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
さ
え
も
、
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
し
て
の
奴
隷
状
態
」
「
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

存
を
持
た
ぬ
」
と
描
写
し
て
い
る
。

　
更
に
、
近
代
的
雇
用
契
約
に
妥
当
し
な
い
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
職
に
は
、
生
徒
を
教
え
る
仕
事
の
完
了
、
ま
た
雇
い
主
の
一
方
的
解
雇
な
ど
失
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

危
険
が
つ
き
も
の
で
、
一
般
に
そ
の
雇
用
期
間
は
短
か
っ
た
。
家
事
使
用
人
が
、
長
い
闘
勤
め
て
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
も
生
き
て
い
る
限
り
、

そ
の
ま
ま
扶
養
し
続
け
る
と
い
う
温
情
主
義
的
貴
族
的
慣
行
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
家
庭
で
の
老
齢
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
は
、
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ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
職
業
上
の
物
質
的
労
働
条
件
で
あ
る
が
、
当
時
の
セ
ン
サ
ス
の
職
業
分
類
で
は
、
家
事
使
用
人
と
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と

は
、
等
級
が
区
別
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
大
体
に
お
い
て
家
事
使
用
人
と
大
差
の
な
い
類
似
の
情
況
、
い
や
、
し

ば
し
ば
そ
れ
よ
り
悪
い
構
況
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
内
使
用
人
に
は
、
後
で
考
察
す
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
め
ぐ
っ
て
の
運

動
の
発
展
に
類
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
物
質
上
の
問
題
以
外
に
も
重
大
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
苦
難
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。　

4
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
問
題
性

　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
問
題
性
と
は
、
既
に
若
干
述
べ
て
き
た
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
特
殊
の
社
会
的
地
位
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
職
業
上
の
諸

条
件
と
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
の
い
ず
れ
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
苦
難
の
よ
り
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
か
を
立
証
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
生
活
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
社
会
構
造
や
価
値
体
系
と
ど
の
よ
う
に
マ
ッ
チ
し
た
の
か

を
考
え
る
こ
と
は
、
労
働
時
間
や
賃
金
の
面
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
「
有
閑
婦
人
」
の
特
殊
の
緊
張
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
く

れ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
性
格
分
析
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
特
殊
の
苦
難
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
家
庭
内
で
の
彼
女
の
立
場
・
地
位
が
定
義
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
生
じ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
岡
時
代
の
見
方
も
あ
る
が
、
M
・
J
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
、
問
題
は
定
義
の
欠
如
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
地
位
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
定
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
と
論
ず
る
。
例
え
ば
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
誌
の
一
節
を
引
用
す
る
と
「
…

…
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
真
の
定
義
は
、
生
れ
・
作
法
・
教
育
の
点
で
は
下
女
と
対
等
で
あ
る
が
、
世
俗
的
富
に
お
い
て
我
々
に
劣
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
生
れ
も
育
ち
も
レ
デ
ィ
で
あ
る
人
の
父
親
が
破
産
宣
告
を
受
け
る
。
そ
う
す
る
と
、
彼
女
は
、
我
々
の

子
供
の
指
骨
教
師
と
し
て
我
々
の
最
高
の
理
想
美
げ
Φ
窪
乙
①
巴
に
適
す
る
も
の
と
な
る
以
外
何
も
望
ま
な
く
な
る
。
我
々
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
い
う
収
穫
を
刈
り
取
る
た
め
に
は
、
そ
の
種
子
を
蒔
く
と
こ
ろ
の
父
親
の
無
分
別
・
浪
費
・
過
ち
・
罪
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
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る
。
つ
ま
り
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
入
の
家
庭
の
〈
箪
毒
言
①
≡
巴
ご
〉
と
し
て
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
雇
用
の
必
須
条
件
は
、
言
葉
の
真
の

意
味
で
の
レ
デ
ィ
と
し
て
の
彼
女
の
社
会
的
身
分
な
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
婦
人
の
社
会
的
身
分
に
つ
い
て
の
真
に
重
要
な
構
成
要
素
は
、

生
れ
と
教
育
に
関
係
し
た
も
の
で
、
寓
の
点
は
マ
イ
ナ
ー
に
す
ぎ
な
い
の
か
ど
う
か
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
だ
け
で
結
論
づ
け
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
点

に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
、
思
想
と
し
て
で
な
く
運
動
と
し
て
の
「
婦
人
の
権
利
」
の
「
婦
人
」
が
総
称
で
は
な
く
、
婦
人
の
中
に
分

断
が
、
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
な
さ
れ
る
理
由
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
が
、
そ
れ
は
後
の
問
題
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
当
時
の
文
献
で

は
、
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
レ
デ
ィ
と
い
う
語
で
扱
い
、
　
そ
の
ジ
ェ
ン
テ
ィ
リ
テ
ィ
や
社
会
的
地
位
を
論
じ
、
身
分
の
没
落
を
意
味
す
る
表
現
は
な

や
し
か
し
な
が
ら
・
他
方
で
は
・
ガ
ヴ
・
ネ
ス
は
・
経
済
的
馨
持
た
ず
有
給
の
職
業
に
撃
点
で
・
レ
デ
ぽ
働
か
な
い
・
す
な
わ
ち

「
上
流
お
よ
び
中
流
階
級
の
婦
人
は
、
男
性
の
係
累
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
る
」
と
い
う
当
時
の
文
化
的
生
活
の
ル
ー
ル
の
例
外
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

F
・
P
・
コ
ッ
プ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
こ
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
の
「
遊
惰
」
を
「
嘆
か
わ
し
い
怠
慢
」
、
腐
敗
と
し
て
敵
視
す
る
見
方
は
、

後
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
発
展
の
産
物
で
あ
り
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
以
上
の
婦
人
は
、
全
く
徹
底
し
て
俸
給
を
受
け
る
こ
と
を
侮
辱
と
し
て
し
り
ご

み
し
、
家
族
と
友
人
の
私
的
な
サ
ー
ク
ル
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
全
面
的
に
扶
養
さ
れ
る
有
閑
な
存
在
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
像

は
、
有
給
の
仕
事
へ
の
御
法
度
に
よ
り
、
更
に
強
化
さ
れ
た
。
例
え
ば
S
・
ジ
ェ
ッ
ク
ス
ー
ブ
レ
イ
ク
の
父
は
、
彼
女
が
一
八
五
九
年
に
ク
ィ

ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
数
学
の
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
望
ま
れ
た
時
、
彼
女
が
キ
ャ
リ
ア
を
得
て
も
俸
給
を
受
け
る
の
を
禁
じ
て
、
　
「
社
会
身
分

に
お
い
て
、
よ
り
下
の
階
級
に
属
す
る
賃
金
を
受
け
取
る
こ
と
」
は
、
社
会
的
評
判
を
失
し
、
そ
の
賃
金
取
得
老
と
そ
の
家
族
の
社
会
的
身
分

の
劣
っ
て
い
る
証
拠
と
な
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
出
版
を
意
図
し
た
文
筆
の
仕
事
も
、
家
の
中
で
行
な
わ
れ
て
も
、
し
ば
し
ば
匿
名
で
か
あ
る

い
は
た
だ
簡
単
に
「
一
婦
人
に
よ
っ
て
」
と
書
き
記
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
禁
令
の
強
さ
の
例
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス

は
、
雇
わ
れ
た
家
庭
の
「
有
閑
婦
人
」
と
全
く
同
等
の
身
分
と
は
言
え
な
い
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
…
マ
ン
の
雇
用

先
と
し
て
は
、
あ
る
意
味
で
は
理
想
的
場
所
で
、
工
揚
へ
入
る
の
と
は
ち
が
っ
て
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
完
全
に
同
化
で
き
れ
ば
、
本
来
の
環
境

と
で
も
言
う
か
、
第
二
の
家
庭
の
中
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
子
供
達
、
主
に
若
い
婦
人
を
有
閑
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な
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ル
な
生
活
に
備
え
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を
提
供
す
る
た
め
に
雇
わ
れ
た
。
し
か
も
自
ら
そ
の
同
じ
目
的
の
た
め
に
ト
エ
レ
ガ

ン
ト
・
レ
デ
ィ
に
な
る
た
め
に
、
教
育
を
与
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
結
局
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
職
業
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
ジ
ェ
ン
テ
ィ
リ
テ
ィ
の

身
分
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
機
能
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
自
身
の
受
け
た
教
育
、
そ
の
基
礎
を
な
す
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
社
会
の
価
値
と
の
矛
盾
に
通
ず

る
こ
と
に
な
る
。
も
う
少
し
言
う
な
ら
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
家
庭
の
中
で
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
し
て
ジ
ェ
ン
ト
ル
ゥ
ー
マ
ン
を
雇
用
す
る
の
は
、
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
蒔
代
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
価
値
を
強
化
し
、
永
続
化
さ
せ
る
倉
鍵
嫁
げ
禽
舞
ぎ
〉
と
し
て
役
立
っ
た
反
面
、
身
分
的
に
上
・
中
流
階

級
の
レ
デ
ィ
を
雇
用
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
存
在
は
、
そ
の
価
値
そ
の
も
の
の
否
認
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
社
会
的
評
価
に
お
け
る
こ
の
衝
突
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
有
給
の
職
業
が
適
正
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
の
概
念
の
問
題
以
上
の
も
の
で
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
の
面
に
形
を
と
っ
て
顕
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
E
・
ギ
ャ
ス
ケ
ル

に
よ
る
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
伝
記
』
で
も
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
、
同
じ
く
使
用
人
で
も
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
給
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
快
く
思
わ
ぬ
他
の
家
内
使
用
人
と
の
あ
つ
れ
き
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
へ
の
親
・
子
供
の
態
度
等
々
、
家
族
員
と
使
用
人
と
の
間
に
位
置
し
、

完
全
に
は
ど
ち
ら
で
も
な
い
こ
の
不
安
定
奮
躬
屈
な
霧
か
ら
生
じ
る
ガ
ヴ
・
ネ
ス
の
試
練
を
描
写
し
て
い
勉
ガ
ヴ
・
ネ
ス
自
身
・
自
ら
の

こ
の
社
会
的
地
位
の
矛
盾
に
気
づ
い
て
い
た
か
ら
、
と
か
く
防
衛
的
な
対
応
に
出
て
、
お
ち
ぶ
れ
た
自
ら
の
不
遇
や
、
自
己
評
価
の
混
乱
や
他

人
の
振
舞
の
複
雑
さ
な
ど
の
結
果
、
意
地
悪
や
気
む
ず
か
し
や
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
が
多
い
と
の
記
述
や
、
一
八
五
三
年
に
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
組
織
し
た
「
病
ん
だ
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
の
た
め
の
病
院
」
H
昌
ω
菖
9
江
。
昌
暁
o
H
筈
Φ
O
鴛
①
o
鴎
睦
。
閃
○
⑦
⇒
菖
。
≦
o
ヨ
①
詳
の
「
患

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
で
あ
っ
て
、
…
…
し
か
も
精
神
を
や
ら
れ
て
い
る
者
が
多
い
」
と
い
う
記
述
も
、
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
今
ま
で
述
べ
て
き
た
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
問
題
を
、
も
う
一
度
簡
単
に
要
約
し
て
お
く
。
雇
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
…
マ
ン
の
生
活

の
窮
迫
、
婦
人
の
有
給
雇
用
に
対
す
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
偏
見
、
女
子
教
育
の
劣
悪
さ
、
婦
人
の
法
的
無
権
利
状
態
、
そ
れ
ら
全
て
が
絡
ま
り

あ
っ
て
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
職
と
い
う
廉
い
労
働
力
の
プ
ー
ル
を
生
ぜ
し
め
た
。
そ
し
て
こ
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
知
的
・
物
質
的
貧
困
を
最
大
限
利
用
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し
た
雇
い
主
家
庭
。
そ
の
結
果
、
家
内
使
用
人
と
同
程
度
の
低
賃
金
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
の
立
場
を
、
家
族

と
家
事
使
用
人
と
の
間
の
不
安
定
な
場
所
で
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
矛
盾
は
集
約
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
一
六
四
二
年
か
ら
｝
六
五
〇
年
ま
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
｝
世
の
娘
エ
リ
ザ
ベ
ス
の

　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
な
っ
た
切
斜
昏
鐙
9
罵
巴
内
冒
の
例
。

　
　
細
。
。
。
名
多
き
国
ρ
ヨ
β
魯
讐
b
爵
腰
結
範
肺
O
ミ
、
紡
日
脚
ミ
ミ
㌦
§
い
慧
奪
茜
N
臨
罫

　
顛
恥
§
黛
δ
霧
曽
や
お
噛

②
9
0
9
墨
差
8
閑
。
＜
。
5
§
馬
、
ミ
§
b
d
。
鼻
＆
§
甲
ぎ
」
N
§
、
偽
需
藁
ミ
勲

　
δ
①
メ
娼
や
ト
。
《
か
。
の
I
N
N

　
　
こ
こ
で
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
用
語
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
旨
み
込
み
家
庭
教
師
の

　
意
。

③
『
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
ア
』
と
『
虚
栄
の
市
』
と
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
に
端
を
発

　
す
る
ク
ィ
ー
ソ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
創
設
と
同
じ
年
に
出
版
さ
れ
た
の
は
、
興
味
の

　
あ
る
一
致
で
あ
る
。

　
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
扱
っ
た
文
学
作
品
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

　
　
≦
磐
魯
円
客
①
簿
ミ
ミ
。
識
§
艦
ミ
。
み
§
恥
朝
§
噛
ヤ
§
ミ
き
い
ミ
無
ミ
爵
ミ
§
亀

　
自
ミ
騎
皆
々
ミ
爵
ミ
ミ
§
§
N
§
b
ロ
ミ
§
冒
§
無
§
肋
§
ミ
等
冬
婁
§
恥
讐

　
麸
恥
N
I
械
恥
瓶
9
同
り
ト
δ
¢
”
巴
。
℃
甑
昌
富
α
H
り
①
ρ
o
ぴ
㊤
や
く
■
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い

　
て
は
、
O
阿
§
ミ
ミ
奪
謁
塁
鳶
§
”
＜
o
ピ
。
。
野
H
o
。
膳
。
。
鯖
U
㊦
ρ
”
℃
や
H
蕊
占
Q
。
伊

④
O
栖
智
出
簿
∪
雪
σ
四
び
§
恥
財
ミ
⑤
ミ
§
識
§
§
ミ
§
ミ
恥
。
ミ
恥
§
特
ミ
防

　
ミ
浮
ミ
N
爵
”
お
㎝
。
。
．
℃
や
お
A
l
お
伊

⑤
繍
●
》
■
騨
＆
9
ぞ
Φ
田
巳
【
ω
”
韻
鳩
ミ
註
§
§
糺
穿
§
畿
量
霊
§
》
§
偽
§

　
ミ
黛
ミ
執
§
榊
穿
電
§
§
δ
0
企
や
一
P

⑥
客
冒
雪
器
℃
卑
。
湊
。
p
、
．
8
9
≦
g
g
磐
O
。
＜
①
ヨ
。
ω
。
。
”
ω
毫
髪
ω
ぎ
8
－

　
＝
α
q
罎
窪
8
貯
局
碧
三
王
き
山
。
っ
o
o
断
Φ
曙
．
．
ゆ
忘
無
ミ
画
§
甲
砺
ミ
ミ
遍
く
。
野
図
圃
く
悼

　
戸
H
．
H
旨
9
や
㊤
。

⑦
囲
互
血
こ
や
⑩
■

⑧
い
ω
レ
角
＝
鮮
§
恥
q
軸
ミ
ミ
執
。
起
ミ
同
§
w
§
畑
弘
。
。
O
ρ
図
話
目
）
盛
運
．
ω
に
σ
量
曙
層

　
お
綬
り
や
む
。
⑩
P

⑨
名
轟
噛
愚
し
タ
℃
」
。
。
ご
く
δ
一
9
ヨ
。
旦
切
ミ
§
N
．
恥
出
差
、
§
糺
で
§
ヤ
§
w

　
唱
§
矯
蕾
蚤
同
8
伊
や
P

⑩
穴
ρ
ヨ
ξ
§
ミ
雪
や
ミ
O
…
9
馬
ミ
恥
ミ
渇
§
§
噛
く
g
。
。
倉
や
嵩
9
．

⑪
　
累
①
搾
。
》
ミ
こ
唱
．
窃
9
こ
の
晴
期
の
イ
ギ
リ
ス
國
内
の
破
産
、
銀
行
倒
産
の

　
増
大
に
つ
い
て
は
、
G
・
D
・
H
・
コ
ー
ル
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
』
第
互
巻

　
・
邦
訳
七
七
頁
。

　
　
寓
臥
誌
忌
事
母
け
ヨ
Φ
露
噛
箆
顛
偽
私
。
蔭
ミ
§
§
帖
ミ
寄
ミ
恥
．
津
§
恥
占
象
緊

　
§
．
H
Q
。
唱
1
◎
。
層
く
。
轡
H
讐
℃
や
切
凱
”
N
①
卜
。
層
霧
m
．

⑫
し
づ
帥
巳
（
。
。
”
曇
ミ
ニ
や
ω
ピ

⑬
　
切
。
〈
臼
噛
。
》
ミ
ニ
や
目
Q
。
隔

⑭
§
δ
O
魯
ω
扇
。
騰
○
器
三
菱
ユ
峠
p
ヨ
蓬
髪
。
。
㎝
ど
器
℃
ユ
三
①
日
羽
6
8
＆
。
霧
区

　
8
「
ヨ
沖
。
窪
窪
㊦
o
途
。
一
a
お
℃
o
ユ
ω
磐
御
璽
寓
。
ω
噛
H
Q
。
綬
闇
や
。
。
伊

⑮
§
3
唱
．
δ
。
。
山
O
ρ
目
ご
尉
㊤
巳
（
ω
「
。
》
ミ
‘
や
b
。
8

　
　
未
婚
者
の
数
に
、
さ
ら
に
未
亡
人
の
数
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
一
八

　
五
～
年
に
、
’
二
山
。
秦
鶏
三
八
二
、
九
六
九
人
、
に
対
し
て
宅
乙
。
三
七
九
五
、
五
九

　
〇
人
。

⑯
多
多
帥
邑
国
員
§
鴨
鼠
§
曹
画
の
魚
§
白
綾
G
ミ
蓬
恥
§
慧
ミ
憩
ミ
嚢
駐
「

　
H
Q
◎
o
◎
伊
や
心
①
・
（
図
。
〈
㊦
5
0
憾
．
ミ
‘
や
一
。
。
に
引
用
）
同
じ
く
、
　
ロ
ー
ヴ
ァ
…
の

　
記
述
で
、
一
八
囎
八
年
自
著
①
の
8
亭
亭
℃
。
マ
白
露
①
に
～
人
の
独
身
男
性
に
四

　
〇
人
の
独
身
女
性
が
い
る
と
『
パ
ン
チ
』
が
指
摘
し
て
い
る
。

⑰
響
鼻
。
。
、
§
ミ
‘
竈
』
。
。
－
。
。
O
「

⑳
　
峯
。
勘
p
愚
■
ミ
こ
や
一
9
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ヴィクトリア時代のフェミニズムの｝考察（薦村）

　
　
当
時
、
　
「
女
性
の
余
剰
」
が
繰
り
返
し
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
特
に
社
会
の
ミ

　
ド
ル
、
ア
パ
ー
の
ラ
ン
ク
に
深
刻
に
影
響
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
家
庭

　
で
は
、
も
は
や
、
余
分
の
婦
入
の
履
行
す
べ
き
有
用
な
機
能
は
何
も
な
か
っ
た
。

　
よ
り
下
の
階
級
で
は
、
家
事
使
用
人
な
り
、
移
厩
な
り
、
な
ん
ら
か
の
生
活
の
道

　
を
み
つ
け
ら
れ
た
。

⑲
Ω
．
し
コ
p
三
鼻
愚
ミ
‘
や
戯
。
。
…
U
§
げ
努
々
ミ
’
や
§

⑳
　
め
窺
ミ
馬
ミ
ミ
鴻
価
ミ
§
・
く
。
ピ
。
。
劇
噂
娼
・
H
G
。
b
。
．
そ
の
他
、
牧
師
の
娘
や
、
収
入
が

　
平
均
し
て
五
〇
〇
一
一
〇
〇
〇
ボ
ン
ド
の
知
的
職
業
人
の
娘
達
も
、
父
親
の
乏
し

　
い
収
入
の
負
担
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
結
婚
し
な
い
な
ら
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
へ
の
道
を
歩

　
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ブ
g
ソ
テ
姉
妹
も
そ
の
例
で
あ
る
。

　
　
国
鵠
鑓
げ
⑦
夢
ρ
O
霧
犀
巴
ど
↓
ぎ
ト
冬
ミ
O
凄
ミ
ご
八
事
切
壕
§
ミ
噂
一
〇
。
零
㍊
ε
学

　
冒
仲
a
6
①
少
や
お
b
。
’

⑳
閑
。
＜
。
」
愚
噸
ミ
ニ
や
b
。
伊

㊧
　
O
§
轟
ミ
ミ
葡
ミ
馬
§
層
く
9
■
Q
。
野
や
H
c
。
ρ

⑳
名
範
貯
ヨ
零
目
目
盆
§
網
噛
§
ミ
童
寒
執
噛
二
。
。
ミ
φ

⑳
0
2
。
。
霜
ω
℃
唱
．
お
ト
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

⑮
　
切
p
巳
（
ω
”
o
特
ミ
．
”
や
。
。
ご
二
塁
ω
貯
9
冨
ざ
§
馬
G
§
§
、
』
硲
ぎ
蕊
韓
㍗

　
§
隈
ミ
“
ぎ
蕃
ミ
§
、
恥
§
竃
§
§
馬
§
O
§
ミ
窃
境
軌
封
§
讐
お
ト
。
◎
。
”
や
㊤
メ

⑳
　
一
八
五
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
婦
人
の
罷
用
で
大
き
な
も
の
は
、
α
o
ヨ
。
ω
該
。
ω
⑦
7

　
〈
8
ρ
富
渡
艶
。
ω
謹
p
旨
鍵
。
げ
霞
。
い
砕
㊦
。
。
。
。
茸
㊤
昌
段
ρ
9
類
。
な
ど
で
七
〇
兜
以
上

　
を
占
め
て
い
る
の
で
、
労
働
婦
人
と
し
て
考
え
る
場
合
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
数
は
、

　
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。
が
、
右
の
も
の
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
含
ま
な
い
こ
と

　
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

⑳
U
自
。
き
9
9
く
層
§
恥
3
無
ミ
篤
§
罵
§
§
し
㊤
鐸
や
Φ
。
。
。

⑳
　
眉
簿
①
畠
o
P
o
特
織
誉
や
旨
．

　
　
主
な
家
内
使
用
人
の
給
料
を
、
切
9
巳
（
ω
と
鍔
舘
鉱
ヨ
。
磐
の
数
字
を
引
用
し
て

　
挙
げ
て
い
る
。

㊧
　
濱
①
津
。
筆
ミ
ニ
や
一
㎝
o
。
。

　
　
ス
ト
レ
イ
チ
イ
の
挙
げ
た
実
例
は
、
年
収
｝
○
ポ
ン
ド
、
ダ
ン
パ
ー
の
例
は
八
ポ

　
ソ
ド
と
い
う
ひ
ど
い
有
様
で
あ
る
。
　
o
Q
鉾
9
0
げ
Φ
ざ
。
賢
ミ
こ
や
⑩
刈
嚇
U
q
p
げ
p
お

　
o
》
9
誉
℃
■
お
り
■

⑳
Φ
霧
ざ
罫
愚
曜
ミ
‘
や
H
ら
。
萌
■

⑳
　
い
〉
■
切
昌
冨
「
㌧
き
魯
ミ
一
骨
§
蕊
建
§
贈
ミ
8
野
口
9
讐
母
鼠
寒
噛
ミ
童

　
㌧
、
ミ
§
§
恥
§
§
蝿
瓢
趣
馬
ミ
黛
ミ
彗
壽
ミ
職
ミ
馬
O
ミ
捻
馬
3
ち
竃
嚇
や
諺
．

　
　
ま
た
、
バ
ン
ク
ス
は
、
家
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
成
人
の
娘
は
、
年
に
一
〇
〇
ポ

　
ソ
ド
の
負
担
を
父
親
に
か
け
る
と
言
っ
て
い
る
。
N
窯
鎚
「
や
ミ
ω
・

⑫
　
℃
o
ε
冨
。
昌
魑
。
賢
無
馬
こ
℃
’
b
。
心
■

⑬
　
鋭
ρ
ヨ
量
。
》
ミ
こ
や
ミ
b
。
噂

⑭
　
レ
ス
ペ
ク
タ
プ
ル
な
職
業
の
狭
い
領
域
か
ら
、
競
争
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
者

　
で
、
器
。
巳
Φ
毛
。
導
ρ
謬
や
山
。
ヨ
。
。
・
鉱
。
。
。
霞
く
ρ
暮
な
ど
の
よ
り
下
層
の
ラ
ン
ク
へ

　
下
降
し
た
者
も
当
然
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
数
的
な
こ
と
は
、
明
ら
か
に
で
ぎ
な
い
。

番
　
囚
餌
ヨ
邑
旨
。
》
ミ
ニ
や
ミ
O
．

⑳
　
の
鍾
ρ
o
げ
。
団
閣
。
特
職
外
噛
や
㊨
刈
。

⑰
　
Ω
蚕
昌
。
ヰ
。
切
3
馨
α
層
智
噛
軸
馬
鍾
糞
H
。
。
ミ
噛
話
讐
ぎ
伴
＆
一
㊤
①
9
や
b
。
Φ
c
。
“
O
ρ
甲

　
犀
①
罫
。
特
職
馬
二
℃
や
戸
嶺
1
に
⑦
■

⑳
　
Ω
．
賭
。
嶽
。
》
職
計
や
ミ
ρ
ド
刈
ω
叫
9
馬
ミ
～
ミ
入
塾
き
紬
蚤
く
9
’
◎
。
蒔
℃
℃
’
一
〇
。
ρ

鋤
　
O
魯
ω
ロ
。
。
噛
℃
や
旨
b
⊃
1
お
。
。
隔

⑳
娼
。
け
。
冨
。
p
。
》
輪
廻
℃
」
ω
．

⑳
N
ミ
野
島
．
罫

⑫
　
9
ミ
ミ
ミ
奪
肉
塁
謄
聾
く
9
●
c
。
倉
や
嵩
◎

⑬
　
多
く
の
求
人
広
告
が
そ
の
例
証
と
な
る
。

　
　
O
捗
∪
酷
口
σ
鴛
”
o
特
“
罫
℃
や
器
。
。
あ
．

⑭
　
男
野
O
o
げ
9
”
卜
書
ミ
等
§
鳶
題
㌧
o
起
ミ
G
＆
黒
く
。
回
H
い
H
Q
。
澱
噛
や
①
餅

　
（
℃
簿
O
冨
O
鈍
O
憤
ミ
4
や
り
．
か
ら
引
用
。
）
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⑯
　
H
塗
筥
ヨ
。
》
ミ
こ
℃
．
ミ
¢

　
　
ω
o
℃
ぼ
僧
臼
Φ
苧
し
d
蜀
冨
は
、
兄
弟
が
、
同
等
の
仕
事
で
、
大
き
な
サ
ラ
リ
ー
を

　
得
て
い
る
蒔
に
、
な
ぜ
自
分
が
そ
れ
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
遺
憾

　
に
思
い
つ
つ
、
父
親
を
説
得
で
き
ず
、
～
年
間
、
無
給
の
ま
ま
勤
め
た
。
彼
女
は
、

　
後
に
、
婦
人
の
医
学
博
士
の
パ
イ
オ
ニ
ア
題
凶
N
ρ
げ
Φ
夢
O
p
霞
簿
〉
白
石
ω
。
癖
を

　
後
援
し
、
自
ら
も
医
学
を
学
び
、
一
入
七
四
年
に
、
後
の
り
。
民
o
p
o
Q
魯
。
9
9

　
鍔
①
象
O
ぎ
①
h
O
目
ノ
＜
O
ヨ
Φ
昌
と
な
る
学
校
を
開
い
た
。

⑯
　
た
と
え
ば
冒
旨
①
跨
β
ω
賦
コ
の
俘
口
耳
は
、
全
て
匿
名
で
あ
る
。
又
、
ヴ
ァ
ー
ジ

　
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
『
私
だ
け
の
書
屋
－
女
性
と
文
学
』
邦
訳
、
七
三
頁
参
照
。

⑰
o
器
ぎ
戸
。
》
ミ
ニ
℃
や
障
潟
－
＝
①
．

　
　
ギ
ャ
ス
ケ
ル
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
私
信
の
最
も
ぎ
び
し
い
表
白
は
、
ま
だ
生

　
存
中
の
人
の
こ
と
を
考
え
て
引
用
を
控
え
て
い
る
。
が
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
悲
惨

　
で
あ
る
。

⑯
　
切
。
く
①
斜
。
特
ミ
こ
や
国
費
◎
寒
ミ
鴨
ミ
童
笥
馬
ミ
§
噛
く
。
ド
G
。
企
や
嵩
メ

⑲
0
8
峯
≦
。
。
爵
心
事
ω
巨
頭
噛
翌
ミ
ミ
§
ミ
頓
ミ
轟
§
「
蕊
N
O
点
ミ
9
ド
霧
ρ

　
℃
や
一
㌶
噛
一
㎝
メ

　
　
こ
の
病
院
は
、
後
述
す
る
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
と
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
の

　
ハ
ー
レ
イ
街
に
建
て
ら
れ
て
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
、
そ
の
所
長
と
な
っ
た
。

　
又
、
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
も
「
こ
の
国
の
精
神
病
院
は
、
ど
の
他
の
階

　
級
よ
り
も
、
若
い
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
出
身
の
収
容
者
の
割
合
が
大
き
い
」
と
い
う
恐
る

　
べ
ぎ
事
実
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
9
ミ
ミ
ミ
③
需
ミ
龍
§
い
く
。
　
o
◎
蒔
層
ワ
ド
謡
・

98 （238）

三
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
救
済

　
一
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
葱
協
会

　
前
章
で
述
べ
て
き
た
「
雇
用
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
」
と
し
て
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
窮
状
は
、
当
時
と
し
て
は
、
近
代
的
な
雇
用
契
約

関
係
で
定
義
さ
れ
る
経
済
的
分
析
の
主
題
と
は
な
り
得
ず
、
も
と
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
で
あ
っ
た
人
自
身
か
ら
と
か
、
ま
た
雇
い
主
事
か
ら
の
個
人
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

レ
ベ
ル
で
の
解
決
策
の
模
索
、
種
々
の
討
論
や
慈
善
的
救
済
の
試
み
を
引
き
出
し
た
。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
都
に
住
む
初
期
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
の
多
く
は
、
北
部
の
工
場
生
活
の
実
態
や
労
働
婦
人
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
の
知
識
は
欠
い
て
も
、
誰
で
も
身
近
に
一
人
は
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
見

知
っ
て
い
た
か
ら
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
職
の
情
況
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
個
人
的
次
元
で
改
善
を
呼
び
か
け
た
一
例
は
、
ア
ン
ナ
・

B
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
で
あ
る
。
彼
女
は
著
述
家
・
芸
術
評
論
家
と
し
て
有
名
に
な
る
前
に
は
、
自
身
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
経
験
し
た
の
で
、
ガ
ヴ
ァ

ネ
ス
の
不
幸
の
諸
原
因
を
分
析
し
て
、
母
親
に
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
対
す
る
責
任
の
意
識
を
奮
起
さ
せ
る
こ
と
、
子
供
の
教
育
に
お
い
て
母
親
と
ガ

ヴ
ァ
ネ
ス
と
の
協
力
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
仕
事
内
容
に
変
化
・
多
様
性
を
与
え
る
こ
と
、
よ
り
快
適
な
勉
強
部
屋
や
子
供
と
離
れ
た
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス

喝
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②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
欠
点
を
諌
め
る
者
も
い
た
。
こ
う
い
つ
た
紙
上
の
討
論
は
、
そ
の
後

専
用
の
寝
室
の
設
備
等
々
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

J
・
ラ
ス
キ
ン
の
『
胡
麻
と
百
合
』
、
c
・
ヤ
ン
グ
の
『
女
性
』
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
は
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
、
『
フ
レ
イ
ザ
ー
ズ
』

甥
羅
護
憲
、
ω
、
『
パ
ン
チ
』
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
わ
か
る
が
、
人
間
性
の
改
善
の
訴
え
と
い
っ
た
印
象
が
強
く
、
そ
れ
ら
は

一
九
世
紀
を
通
じ
て
存
続
し
た
。
そ
れ
ら
自
体
は
、
実
際
の
苦
悩
の
救
済
よ
り
も
、
そ
れ
ら
苦
悩
を
公
け
に
広
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
問
題
を
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
脈
絡
の
中
で
考
察
す
る
の
で
、
直
接
に
組
織
さ
れ
た
運
動
の
み
に
限

定
す
る
。

　
逸
早
く
、
一
八
四
一
年
に
発
足
し
た
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
が
、
最
初
の
組
織
さ
れ
た
救
済
改
善
の
方
向
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
創

設
の
年
は
、
一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
募
金
を
除
い
て
は
、
何
ら
活
動
は
始
め
ら
れ
ず
、
一
八
四
三
年
に
∪
ρ
〈
誌
ピ
巴
昌
σ
q
が
、
名
誉
書
記
に
就
任
し

て
か
ら
①
失
職
し
て
次
の
仕
事
に
就
く
ま
で
一
時
的
に
窮
乏
状
態
に
あ
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
へ
の
援
助
、
②
生
計
の
手
段
を
持
た
ぬ
老
い
た
ガ
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ネ
ス
へ
年
金
給
付
、
③
就
職
中
で
節
約
す
る
余
裕
の
あ
る
者
へ
倹
約
貯
蓄
の
奨
励
な
ど
の
目
的
を
持
っ
て
、
本
格
的
に
活
動
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
門
戸
が
開
か
れ
る
や
殺
到
し
た
哀
れ
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
群
れ
は
、
い
か
に
援
助
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な

活
動
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
①
に
つ
い
て
は
、
「
発
足
後
九
ケ
月
問
に
一
〇
二
件
依
頼
さ
れ
、
う
ち
五
六
人
を
助
け
た
が
、
残
り
は
救
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
必
要
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
資
金
不
足
の
た
め
に
や
む
な
く
断
わ
る
」
と
い
う
例
の
よ
う
な
金
銭
上
の
援
助
。
そ
の
他
一
八
四
六

年
に
協
会
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
ー
レ
イ
街
国
ρ
二
①
団
ω
鉾
①
卑
に
事
務
所
を
持
ち
、
そ
の
二
階
が
失
業
中
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
住
ま
わ
せ
る
ホ
ー
ム

と
な
っ
た
。
当
初
は
二
五
人
の
収
容
力
と
い
う
。
一
階
は
入
会
者
の
登
録
簿
に
も
と
づ
い
て
、
勤
め
ロ
紹
介
の
無
料
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
行
な
つ

⑧た
。
②
に
つ
い
て
は
、
ケ
ン
ト
の
町
に
働
け
な
く
な
っ
た
老
齢
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
た
め
の
収
容
ホ
ー
ム
が
、
慈
善
的
基
金
で
建
設
さ
れ
た
。
年

金
給
付
は
、
一
八
四
三
年
に
一
五
ポ
ン
ド
の
年
金
一
口
で
約
三
〇
人
の
応
募
、
一
八
四
七
年
に
四
口
で
九
〇
人
の
応
募
、
一
八
四
八
年
に
は
一

人
当
り
二
十
ポ
ン
ド
の
年
金
三
二
口
に
一
五
〇
人
の
応
募
と
い
う
よ
う
に
、
設
け
ら
れ
る
年
金
の
口
数
は
年
々
増
え
て
い
た
が
、
応
募
者
の
増
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
は
追
っ
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
応
募
老
の
ほ
と
ん
ど
が
、
本
当
の
貧
窮
の
状
態
に
あ
っ
た
。
③
に
関
し
て
は
、
一
二
レ
イ
街
の
事
務
所
に

99 （239）



銀
行
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
自
分
の
名
で
政
府
の
有
価
証
券
に
投
資
し
、
協
会
が
そ
の
責
任
を
取
っ
た
。
ま
た
、
少
額
の
貯
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
出
来
た
。
老
齢
者
へ
の
年
金
も
、
最
後
的
に
自
ら
受
益
者
と
な
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
自
身
に
よ
っ
て
寄
付
さ
れ
た
部
分
も
多
か
っ
た
。
以
上
の
よ

う
に
こ
の
協
会
は
、
慈
善
的
活
動
と
し
て
「
一
時
的
に
困
窮
状
態
に
あ
る
レ
デ
ィ
」
の
救
済
と
い
う
方
面
で
は
、
か
な
り
の
成
功
を
収
め
、
一

九
世
紀
を
通
じ
て
さ
か
ん
に
活
動
を
続
け
た
。
協
会
の
一
八
六
二
年
の
業
績
を
『
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
ω
鉱
算
冒
営
①
ω
昏
酔

σq

ﾏ
N
貯
Φ
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
一
八
万
ポ
ン
ド
が
、
政
府
の
証
券
の
形
で
貯
え
ら
れ
、
老
齢
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
た
め
一
〇
〇
人

心
の
年
金
が
用
意
さ
れ
一
そ
れ
ら
の
あ
る
も
の
は
一
人
当
り
年
二
五
ポ
ン
ド
に
の
ぼ
る
一
三
、
○
○
○
人
の
婦
人
が
失
業
時
、
そ
の
ホ
ー
ム

を
使
用
し
、
一
四
、
○
○
○
人
が
、
同
協
会
の
紹
介
所
を
通
じ
て
勤
め
先
を
見
つ
け
た
。
…
…
ケ
ン
ト
の
町
の
収
容
所
も
、
成
功
裡
に
、
活
動
し

て
い
る
・
」
緬
・
又
・
フ
・
三
三
あ
J
●
ブ
…
シ
・
レ
・
ト
ゆ
。
諺
①
尋
は
・
天
八
○
年
代
の
著
述
の
中
で
・
同
協
会
の
毒
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
給
付
二
四
三
人
と
述
べ
、
ロ
ン
ド
ン
最
大
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
一
つ
と
描
写
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
ア
パ
ー
お
よ
び
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
家
庭

で
は
、
相
変
ら
ず
安
い
サ
ラ
リ
ー
で
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
の
知
的
・
物
質
的
貧
困
を
利
用
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
協
会
の
努
力
が
、
本
質
的
解
決
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
例
証
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。
協
会
そ
れ
自
体
の
活
動
は
、
純

粋
に
慈
善
的
努
力
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
次
に
見
る
よ
う
に
明
確
な
教
育
改
革
の
始
ま
り
と
も
関
係
が
あ
っ
た
。

　
2
　
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ

　
前
に
も
少
し
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
人
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
問
題
の
認
識
は
、
貧
弱
な
教
育
し
か
受
け
て
い
な
い
あ
ま
り
に
多
く
の
若
い
ジ
ェ

ン
テ
ィ
ー
ル
な
婦
人
が
、
職
業
に
就
く
よ
う
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
時
、
彼
女
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ホ
ブ
ソ
ン
の
選
択
」
国
。
げ
ω
o
β
、
ω
O
げ
9
8
（
よ

り
好
み
の
許
さ
れ
な
い
、
与
え
ら
れ
た
も
の
を
取
る
か
取
ら
ぬ
か
の
選
択
）
し
か
無
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
結
果
供
給
が
常
に
需
要
を
上
回
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
上
級
の
家
内
使
用
人
よ
り
も
低
い
給
料
で
雇
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
経
済
的
立
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

改
善
の
た
め
の
唯
一
の
道
は
、
H
・
マ
ー
テ
ィ
ノ
ー
も
言
う
よ
う
に
教
師
と
し
て
の
適
格
を
備
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
り
適
格
で
有
能
な
ガ

ヴ
ァ
ネ
ス
な
ら
よ
り
高
い
俸
給
が
要
求
で
き
る
と
い
う
認
識
が
、
女
子
教
育
の
発
展
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
あ
る
。
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ヴィクトリア時代のフェミニズムの一一考察（西村）

　
メ
ァ
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
、
　
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
に
お
い
て
．
女
性
の
従
属
の
問
題
は
、
先
天
的
知
的
劣
性
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

は
な
く
て
、
教
育
の
欠
如
が
主
要
因
で
あ
る
と
し
て
、
男
女
の
平
等
の
教
育
上
の
機
会
を
主
張
し
た
の
は
、
一
七
九
二
年
目
あ
っ
た
。
ウ
ル
ス

ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
「
解
放
」
の
基
本
的
課
題
は
、
第
一
に
知
的
独
立
の
問
題
で
あ
り
、
主
と
し
て
抽
象
的
な
議
論
の
多
い
同
工
の
中
で
女
子
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

育
論
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
具
体
的
な
提
案
を
掲
げ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
後
彼
女
の
叫
び
は
、
全
く
無
視
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
の

種
の
討
論
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
九
世
紀
の
中
頃
ま
で
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
少
女
の
教
育
に
対
し
、
何
ら
効
果
的
な
批
判
は
、
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
婦
人
に
つ
い
て
一
連
の
本
を
著
わ
し
て
、
相
当
の
人
気
を
博
し
た
W
・
エ
リ
ス
夫
人
は
、
一
八
四
三

年
に
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
娘
達
』
の
中
で
、
「
婦
人
に
つ
い
て
第
一
に
肝
要
な
こ
と
は
、
男
性
よ
り
一
肉
体
的
力
と
同
様
に
、
知
的
能
力
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
て
も
i
劣
っ
て
い
る
こ
と
に
満
足
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
断
言
し
て
、
そ
の
よ
う
な
従
属
の
生
活
に
適
し
た
教
育
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
当
時
の
寄
宿
学
校
の
少
女
の
教
育
は
、
一
八
六
四
－
六
八
年
の
学
校
調
査
委
員
会
ω
9
0
9
。
。
ぎ
ρ
巳
蔓
O
O
8
庫
裏
一
〇
口
の
言
葉
を

借
り
る
と
、
　
「
断
片
的
で
、
雑
多
で
、
脈
絡
が
な
く
、
科
学
的
に
一
学
科
と
し
て
教
え
ら
れ
る
の
で
な
く
、
多
く
の
単
な
る
知
識
と
し
て
教
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
漆
喰
で
固
め
て
い
な
い
石
積
み
の
壁
の
よ
う
に
、
粉
々
に
崩
れ
落
ち
て
し
ま
う
。
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
漆

喰
を
欠
い
た
教
育
（
と
い
う
よ
り
教
育
と
し
て
通
用
し
て
い
た
も
の
）
の
形
式
は
、
教
室
の
外
へ
出
れ
ば
、
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
つ
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

知
識
で
構
成
さ
れ
た
長
た
ら
し
い
カ
テ
キ
ズ
ム
を
暗
唱
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
な
る
女
性
は
、
大
体
同
様
の
雰
囲
気
の
中
で

教
育
を
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
知
的
貧
困
は
、
十
分
に
許
せ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
い
く
つ
か
の
散
発
的
・
孤
立
的
な
進
歩
的
見
解
に
起

爆
剤
を
与
え
て
直
接
行
動
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　
最
初
の
改
革
の
試
み
は
、
前
述
の
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
の
委
員
会
か
ら
生
じ
て
き
た
。
協
会
が
採
っ
た
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
登
録
制
が
、

真
に
意
味
を
持
つ
た
め
に
は
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
が
、
教
育
職
に
適
切
な
資
格
を
保
証
す
る
免
状
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
望
ま
し
か

っ
た
。
そ
の
改
革
の
指
導
的
人
物
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
で
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
類
露
σ
Q
、
ω
O
o
　
①
σ
q
①
の
教
授
で
あ
っ

た
F
．
D
．
モ
ー
リ
ス
で
あ
っ
た
。
ハ
…
レ
イ
街
の
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
の
事
務
所
に
隣
接
し
た
建
物
に
お
い
て
、
一
八
四
七
年
に
、
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モ
ー
リ
ス
及
び
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
の
彼
の
友
人
で
同
じ
く
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
の
C
・
キ
ン
グ
ズ
リ
ー
ら
に
よ
っ
て
、
昼
間
勤
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
た
め
の
一
連
の
夜
の
講
義
が
組
織
さ
れ
た
。
創
設
者
の
最
初
の
考
え
は
、
こ
の
よ
う
に
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
み
が
、
こ
の
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

レ
ッ
ジ
で
教
育
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
教
育
が
パ
ン
を
稼
ぐ
必
要
に
よ
っ
て
い
か
に
左
右
さ
れ
た
か
の
証
拠
と
な
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
が
、
す
ぐ
に
評
判
を
よ
び
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
だ
け
で
な
く
、
昼
間
に
出
席
可
能
な
ア
パ
ー
お

よ
び
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
た
め
の
講
義
も
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
会
は
、
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
試
験
し
て
そ
の
賞
す
べ
き
価
値
に
応
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

免
状
を
与
え
る
こ
と
」
を
始
め
た
。
登
霞
影
《
と
い
う
名
の
女
王
の
侍
女
の
説
得
で
、
女
王
の
名
前
が
冠
さ
れ
て
、
　
一
八
四
八
年
に
正
式
に
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
ρ
器
①
昌
．
。
。
O
o
菌
σ
q
①
h
o
裡
名
。
目
＄
の
開
校
と
な
っ
た
。
女
王
の
名
前
の
下
賜
は
、
女
子
教
育
へ
の
女
王
の
関
心
の
表

わ
れ
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
か
な
り
偶
然
的
な
事
情
に
よ
る
こ
と
だ
が
、
結
果
的
に
は
女
王
の
名
前
が
付
い
た
た
め
に
、
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

人
の
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
レ
デ
ィ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
か
、
プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
テ
ィ
へ
の
脅
威
で
あ
る
と
か
い
っ
た
世
間
の
非
難
に
対
す
る
防
波
堤

と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
免
状
を
得
さ
せ
、
就
職
の
際
の
人
物
証
明
書
と
な
る
よ
う
に
と
の
目
的
を
持
っ
た
こ
の
小
さ
な
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
開
設
の
年
が
、
翌
年
の
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
切
①
象
o
a
O
巳
。
σ
q
①
と
併
せ
て
、
今
で
は
、
婦
人
の
大
学
教
育
の
始
ま
り
と
誤
解

さ
れ
や
す
い
が
、
当
時
は
功
レ
ッ
ジ
と
は
、
実
際
名
前
の
み
で
、
カ
レ
ッ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
は
採
用
し
た
が
、
そ
の
教
育
水
準
は
、
後
の
中
等
学

校
器
。
o
口
α
帥
莞
ω
。
げ
0
9
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
は
、
婦
人
の
た
め
の
知
的
訓
練
の
重
要
性
と
い
う
点
で
は
全
く
新
し
い
認
識
を

表
明
し
て
い
た
。
そ
の
コ
ー
ス
は
第
一
義
的
に
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
＝
一
歳
以
上
の
全
て
の
「
レ
デ
ィ
」
に
開
校

さ
れ
、
シ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
に
分
れ
、
授
業
料
は
適
度
の
金
額
で
、
夜
間
ク
ラ
ス
の
現
職
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
無
料
で
あ
っ
た
。
一
八
四
七
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
年
の
間
に
、
二
〇
〇
人
近
く
が
、
種
々
の
得
意
の
研
究
分
野
で
免
状
を
与
え
ら
れ
た
。
男
性
の
教
授
に
よ
る
講
義
の
間
、
少
女
達
に
付
き
添

う
婦
人
、
す
な
わ
ち
学
究
的
関
心
を
も
ち
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
の
社
会
的
身
分
を
持
つ
魯
空
室
。
⇒
を
要
求
し
て
い
た
の
は
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

時
の
厳
格
な
因
習
・
慣
例
に
カ
レ
ヅ
ジ
が
、
従
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
一
八
六
二
年
に
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
、
　
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
と
は
、
全
く
別
個
の
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
協
会
の
方
で
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⑳

同
カ
レ
ッ
ジ
で
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
な
る
た
め
に
訓
練
さ
れ
る
一
六
名
の
学
生
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
維
持
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
同
志
レ
ヅ
ジ
の
当
初
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
の
特
別
の
結
び
つ
き
、
あ
る
い
は
将
来
教
師
に
な
ろ
う
と
す
る
少
女
と
の
特
別
の
緊
密

さ
、
つ
ま
り
師
範
学
校
的
性
格
は
、
従
来
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
寄
宿
学
校
に
お
い
て
学
ば
れ
て
い
た
前
述
し
た
よ
う
な
初
歩
的
な

無
益
な
知
識
よ
り
も
、
よ
り
多
く
を
学
び
た
い
と
欲
す
る
少
女
・
婦
人
の
、
教
育
へ
の
要
求
の
中
で
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
と
訣
別
後
の
カ
レ
ッ
ジ
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　
3
　
婦
人
雇
用
推
進
協
会

　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
代
表
さ
れ
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
経
済
的
困
窮
の
改
善
の
も
う
一
つ
の
動
き
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
以
外
の
雇
用
の
機
会
を
、

つ
ま
り
新
し
い
選
択
枝
を
開
拓
す
る
運
動
で
あ
る
。
そ
の
必
要
を
み
た
す
た
め
に
、
一
八
五
九
年
に
、
　
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
ω
0
9
①
身
h
o
巴

唱
琶
○
ヨ
。
叶
貯
σ
q
夢
①
国
ヨ
甘
。
団
ヨ
Φ
づ
ゆ
鼠
芝
。
ヨ
①
口
　
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
協
会
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
核
を
形
成
す
る
こ
と
に

な
り
、
次
章
で
も
引
き
続
い
て
取
り
上
げ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
創
設
の
事
情
と
発
足
当
初
の
活
動
内
容
の
若
干
を
述
べ
て
お
く
。

　
そ
の
創
設
に
関
し
て
は
、
少
し
他
の
方
面
の
こ
と
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
直
接
的
で
は
な
い
が
、
も
と
は
一
八
五
五
年
の

「
既
婚
婦
人
財
産
法
案
」
竃
霞
鼠
①
α
≦
o
葛
籠
、
ω
℃
δ
も
露
曙
ゆ
巳
の
た
め
の
請
願
書
を
集
め
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
委
員
会
か
ら
起
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
法
案
は
、
前
述
の
W
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
よ
り
定
式
化
さ
れ
た
夫
婦
一
体
と
い
う
「
擬
制
」
の
下
で
の
既
婚
婦
人
の
無

権
利
状
態
を
改
正
す
る
た
め
に
、
既
婚
婦
人
に
も
財
産
権
お
よ
び
選
言
を
作
る
権
利
を
拡
張
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
法
案
へ
の
反
対
は
非
常
に
強
く
、
一
八
五
七
年
に
な
っ
て
や
っ
と
第
二
読
会
を
通
過
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
前
の
法
案
と
は
全
く
か
か
わ
り

な
し
に
「
結
婚
及
び
離
婚
法
案
」
蜜
ρ
霞
β
碗
o
p
巳
葺
く
。
容
①
製
一
一
が
導
入
さ
れ
て
、
こ
の
新
し
い
法
案
は
、
そ
の
会
期
中
に
法
律
、
す
な
わ

ち
「
婚
姻
事
件
法
」
寓
暮
甑
誉
。
巳
巴
○
ρ
霧
Φ
ω
跨
。
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
通
過
の
際
、
遺
棄
さ
れ
た
か
離
婚
さ
れ
た
か
の
妻
を
保
護
す
る

た
め
の
財
産
条
項
を
織
り
込
ん
だ
た
め
に
、
全
て
の
既
婚
学
人
に
該
当
す
る
、
よ
り
一
般
的
な
立
法
の
希
望
は
、
ほ
と
ん
ど
響
く
な
っ
て
し
ま

　
⑳つ

た
。
そ
こ
で
こ
の
「
既
婚
婦
人
財
産
法
案
」
の
た
め
に
働
い
て
い
た
先
駆
的
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
バ
ー
バ
ラ
・
L
・
ス
ミ
ス
（
後
の
ヒ
d
・
切
○
α
7ユ03 （243）



。
げ
○
霞
）
と
べ
ッ
シ
：
・
R
・
パ
ー
ク
ス
ら
は
、
そ
の
関
心
の
方
向
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
教
育
が
あ
っ
て
し
か
も
貧
窮
の
状
態
に

あ
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
婦
人
の
救
済
の
方
向
で
あ
っ
た
。

　
最
初
は
、
そ
れ
ら
の
問
題
や
改
善
策
を
討
議
で
き
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
E
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
が
加
わ
っ
て
、
一
八
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

年
に
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
国
昌
σ
q
騎
げ
芝
。
ヨ
㊤
昌
、
。
。
臼
。
負
昌
巴
を
手
に
入
れ
た
。
以
後
、
こ
れ
は
、
種
々
の
局
面
で

婦
人
の
解
放
を
取
り
扱
う
定
期
刊
行
物
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
既
に
、
さ
さ
や
か
な
職
業
紹
介
を
や
っ
て
い
た
こ
の
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
注
目
し

て
い
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
」
・
ブ
ー
シ
ェ
レ
ッ
ト
が
、
婦
人
の
新
し
い
雇
用
の
た
め
に
協
会
を
樹
立
す
る
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
、
　
『
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
の
事
務
所
を
訪
れ
、
援
助
を
依
頼
し
た
。
こ
う
し
て
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
が
、
　
一
八
五
九
年
に
正
式
に
始
ま
っ
た
。
後
に
『
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ー
ナ
ル
』
の
事
務
所
の
あ
る
ロ
ン
ド
ン
の
ラ
ン
ガ
ム
・
プ
レ
イ
ス
い
碧
σ
Q
け
ρ
旨
℃
欝
8
に
移
り
、
両
者
は
一
体
と
な
っ
た
。
そ
の
少
し
前
一

八
五
七
年
に
「
社
会
科
学
普
及
国
民
協
会
」
甥
ρ
江
。
β
巴
跨
ω
ω
o
o
β
げ
δ
p
｛
o
冠
憎
げ
Φ
落
目
。
ヨ
。
菖
。
昌
o
h
ω
o
臼
巴
ω
o
δ
ゆ
8
が
、
ブ
ル
ー
ア
ム
卿
を

会
長
と
し
て
結
成
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
の
さ
し
せ
ま
る
社
会
改
革
を
討
論
す
る
こ
と
を
臼
的
と
し
、
　
「
婦
人
の
権
利
」
も
そ
の
中
の
一
つ
で

あ
り
、
最
初
か
ら
、
婦
人
の
大
会
参
加
が
積
極
的
に
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
当
然
の
成
行
き
と
し
て
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
も
、

天
五
九
年
來
に
は
・
そ
れ
に
加
盟
し
て
同
協
会
の
支
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
・
晦
・
，

　
こ
の
ラ
ン
ガ
ム
・
プ
レ
イ
ス
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
半
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
婦
人
の
運
動
が
、
成
長
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
が
、
発
足
当
初
は
、
そ
れ
ほ
ど
幅
広
い
活
動
を
意
図
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
　
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
購
読
者
の
間
で
の
み
利
用
さ
れ
る
よ
う

な
職
業
紹
介
。
ヨ
覧
。
団
ヨ
⑦
暮
お
σ
q
奪
魯
を
始
め
て
、
せ
い
ぜ
い
月
に
二
、
三
件
、
そ
れ
も
主
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
関
係
し
て
い
た
仕
事
口

を
提
供
で
き
れ
ば
と
の
考
え
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
協
会
は
、
発
足
す
る
や
い
な
や
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
結
果
に
遭
遇
し
た
。
つ
ま
り
雇

用
を
求
め
る
応
募
老
が
、
文
字
通
り
各
地
か
ら
殺
到
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
。
パ
ー
ク
ス
は
「
レ
デ
ィ
達
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
な
る
こ
と

を
欲
し
な
か
っ
た
。
彼
女
ら
は
、
他
の
何
か
に
な
り
た
が
つ
た
。
そ
れ
で
我
々
は
、
彼
女
ら
に
助
雷
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し

て
あ
ら
ゆ
る
年
齢
や
情
況
の
レ
デ
ィ
達
と
、
職
を
必
要
と
し
て
い
る
若
い
少
女
、
教
育
職
に
就
い
て
い
る
の
が
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
独
身
の
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婦
人
、
夫
が
傷
病
兵
か
．
ま
た
は
軍
役
か
ら
戻
ワ
て
き
ぞ
う
に
な
い
既
婚
婦
人
．
挟
養
す
べ
き
子
供
を
抱
え
た
寡
婦
、
小
売
商
人
の
娘
と
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
低
い
階
級
に
落
さ
れ
た
境
遇
の
人
々
と
話
し
合
っ
た
。
」
と
述
べ
た
。

　
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
の
下
で
行
な
わ
れ
た
種
々
の
職
業
開
拓
お
よ
び
技
術
上
の
調
練
に
つ
い
て
は
、
J
・
ブ
ー
シ
ェ
レ
ッ
ト
が
、
　
一
八

八
四
年
に
、
前
述
の
T
・
ス
タ
ン
ト
ソ
編
著
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
婦
人
問
題
』
の
イ
ギ
リ
ス
の
部
の
中
で
、
「
産
業
上
の
運
動
」
　
8
げ
①

ぎ
α
煮
汁
誌
鉱
寓
○
く
①
ヨ
Φ
暮
と
題
し
て
ま
と
め
た
寄
稿
よ
り
、
い
く
つ
か
の
活
動
を
捨
い
あ
げ
て
お
く
。
最
初
の
顕
著
な
例
は
、
印
刷
業
の
分

野
で
あ
る
。
E
・
フ
ェ
イ
ス
フ
ル
が
、
　
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
プ
レ
ス
」
　
≦
騨
。
同
ず
℃
お
。
。
ω
を
始
め
て
、
協
会
か
ら
託
さ
れ
た
少
女
を
植
宇
工

と
し
て
訓
練
し
た
。
こ
れ
は
、
　
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
印
刷
を
引
き
受
け
て
、
婦
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
印
刷

所
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
成
功
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
婦
人
が
植
字
工
と
し
て
完
全
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
多
く
の
婦
人
の
印
刷
工

　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
生
ん
だ
。
一
八
五
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
婦
人
印
刷
工
、
二
二
二
人
に
薄
し
て
一
八
七
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
は
、
七
四
一
人
で
あ
る
。
次
の
仕

事
は
、
法
律
文
書
の
コ
ピ
イ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
務
所
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
冒
錠
昼
男
累
①
が
、
移
民
奨
励
の
組
織
的
運
動
に
乗
り

出
し
、
同
じ
事
務
所
に
一
八
六
二
年
に
「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
婦
人
移
罠
協
会
」
国
Φ
旨
巴
①
窓
ご
9
甲
Ω
霧
ω
閃
日
坤
σ
q
養
賦
○
昌
ω
o
鼠
①
芝
を
設
立
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

自
ら
視
察
の
た
め
移
民
船
に
乗
り
込
ん
だ
り
し
て
、
そ
の
本
来
の
仕
事
は
、
わ
ず
か
の
部
分
的
な
成
果
を
伴
っ
た
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
事
務

員
や
簿
記
係
、
秘
書
、
校
正
係
、
木
彫
刻
師
、
石
版
印
刷
工
、
ガ
ラ
ス
彫
刻
、
ア
ー
ト
・
デ
コ
レ
ー
タ
ー
、
室
内
装
飾
、
美
容
師
、
ウ
ェ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

レ
ス
、
メ
ヅ
キ
エ
、
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
サ
ー
等
々
と
種
々
の
開
拓
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
に
列
挙
し
た
も
の
は
、
協
会
に
よ
り
開
拓
さ
れ
た
全
く
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
い
分
野
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
当
時
既
に
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
分
野
、
店
員
や
通
信
士
、
潜
護
婦
な
ど
も
積
極
的
に
奨
励
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
よ
り
も
職
人
ク
ラ
ス
の
娘
に
多
く
係
わ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
初
め
の
意
図
は
、
よ
り
高
い
ミ
ド
ル

ク
ラ
ス
の
婦
人
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
窮
状
を
、
側
面
か
ら
改
善
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

人
の
た
め
の
よ
り
専
門
的
な
キ
ャ
リ
ア
（
特
に
医
学
）
の
開
放
の
要
求
に
も
そ
の
コ
ラ
ム
を
割
い
て
い
た
。

　
4
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
の
性
格
と
成
果
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以
上
、
一
八
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
の
い
く
つ
か
の
試
み
に
つ
い
て
略
述
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
初
歩
的
な
フ
ェ
、
ミ
ニ

ス
ト
の
活
動
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
に
、
婦
人
の
運
動
が
真
に
機
能
し
始
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
の
準
備
作
業
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
譲
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
救
済
策
そ
の
も
の
の
特
徴
を
指
摘
し
、
ま
た
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
若
干
考
察
す
る
。

　
先
ず
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
で
あ
る
が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
方
面
で
の
成
功
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
が
ヴ
ァ
ネ
ス
と

い
う
教
育
職
を
近
代
的
に
改
善
す
る
よ
り
も
、
協
会
の
人
物
証
明
書
を
保
持
す
る
一
部
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
だ
け
を
保
護
し
、
た
だ
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の

競
争
の
激
し
さ
を
緩
和
す
る
た
め
、
そ
の
職
業
を
狭
く
し
て
お
く
と
い
う
企
て
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
マ
ー
テ
ィ
ノ
ー
が
当
時
観
察
し
た
よ
う

に
「
協
会
は
、
疲
れ
果
て
た
無
力
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
生
計
の
糧
と
慰
め
と
を
与
え
る
が
、
　
一
つ
の
ク
ラ
ス
を
向
上
さ
せ
た
り
あ
る
い
は
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

修
正
で
き
る
よ
う
な
機
関
で
は
」
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
主
と
し
て
教
職
訓
練
の
カ
レ
ッ
ジ
が
、
急
増
し
て
、
教
育
が
改
善
さ
れ
て
、
学
校
教
師
の
み
な

ら
ず
、
私
的
な
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
も
正
当
に
尊
敬
さ
れ
得
る
教
育
者
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
て
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
次
第
に
不

運
の
結
果
で
は
な
い
一
つ
の
近
代
的
な
専
門
職
に
成
長
し
得
た
だ
ろ
う
か
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
も
、
明
確
に
専
門
的
訓
練
と
い
う
近
代

的
教
職
へ
の
志
向
性
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
に
関
し
て
は
、
端
的
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
　
「
真
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ

ー
マ
ン
」
　
（
上
の
身
分
の
者
が
、
有
給
の
雇
用
を
求
め
て
下
降
す
る
場
合
）
と
育
ち
の
良
く
な
い
低
い
ラ
ン
ク
の
少
女
（
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
職
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

じ
て
社
会
的
上
昇
を
は
か
る
者
）
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
広
く
し
て
お
く
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
　
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
も
、
当
初
の
雇
用
拡
大
へ
の
動
き
は
、
先
の
教
育
改
革
と
同
様
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
い
う
閉
さ
れ
た
狭
い
市

場
で
多
く
の
無
資
格
の
婦
人
が
そ
の
職
を
求
め
て
、
そ
の
結
果
、
本
当
に
資
格
の
あ
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
へ
損
害
を
与
え
て
い
る
と
い
う
事
実
認
識

か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
節
で
は
、
ほ
ん
の
少
し
触
れ
た
だ
け
だ
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
救
済
の
も
う
一
つ
の
方
策
に
移
住
の
奨
励
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
す
で
に
「
余
分
の
』
婦
人
の
澗
題
の
原
咽
と
し
て
移
民
に
お
い
て
生
ず
る
両
性
閣
の
数
の
不
均
衡
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
た
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ヴィクトリア時代のフェミニズムの一考察（西村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
は
、
住
民
の
い
か
な
る
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
最
も
移
住
し
そ
う
に
な
い
グ
ル
：
プ
で
あ
っ
た
。
植
民
地
に
は
、
婦
人

は
比
較
的
少
い
し
、
雇
用
の
た
め
の
よ
り
広
い
機
会
が
当
然
考
え
ら
れ
た
。
一
八
四
九
年
に
「
植
民
地
へ
行
く
不
幸
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
助
け
る
」
た
め
に
「
移
民
扶
助
国
民
協
会
」
ズ
ρ
試
8
巴
切
魯
Φ
＜
o
δ
暮
葉
叢
σ
Q
養
江
8
ω
0
9
Φ
芝
が
設
立
さ
れ
、
次
の
一
五
年
間
に
前
述
の

「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
も
含
め
て
、
　
「
教
育
あ
る
婦
人
の
移
民
協
会
」
　
二
身
。
暮
①
α
毒
。
ヨ
ρ
昌
”
ω
国
戸
山
σ
q
量
煎
○
疑
ω
o
o
δ
苗
、
　
「
ミ
ド
ル
ク

ラ
ス
婦
人
移
民
協
会
」
蜀
Φ
ヨ
巴
Φ
冒
ぼ
黛
Φ
－
Ω
霧
ω
国
譲
σ
q
蜀
誠
。
昌
ω
○
。
δ
蔓
な
ど
の
移
民
奨
励
の
諸
組
織
が
作
ら
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
努
力
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
さ
れ
た
が
、
よ
り
速
い
割
合
で
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
男
性
の
流
出
が
続
き
、
ほ
と
ん
ど
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
活
動
は
、
ミ

ド
ル
ク
ラ
ス
の
全
て
の
独
身
の
婦
人
の
た
め
の
雇
用
状
況
改
善
の
た
め
の
運
動
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
組
織
の
本
来
の
目
的
は
、
　
「
貧

し
い
知
的
職
業
人
の
娘
で
中
途
半
端
に
し
か
教
育
を
受
け
て
い
な
い
者
…
…
ま
た
下
位
の
政
府
官
吏
や
小
さ
な
店
主
や
職
人
の
娘
達
」
で
彼
ら

の
父
親
が
、
娘
の
生
活
条
件
、
社
会
的
地
位
の
上
昇
を
願
っ
て
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
職
に
備
え
て
教
育
を
受
け
さ
せ
て
い
た
老
に
、
移
住
を
奨
励
す
る

　
　
　
　
　
⑲

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
に
、
店
員
や
看
護
婦
、
通
信
士
、
事
務
員
等
々
の
他
の
職
業
へ
の
進
出
を
奨
励
し
た
の
で
あ

　
⑳つ

た
。
結
局
こ
れ
ら
の
努
力
も
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
の
資
格
の
あ
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
を
守
る
た
め
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
職
を
通
じ
て
社
会
的
上
昇

を
は
か
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
よ
り
低
い
ラ
ン
ク
の
少
女
達
を
外
国
な
り
、
他
の
職
種
な
り
へ
誘
い
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
い
つ
た
努
力
は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
窮
状
を
軽
減
す
る
た
め
に
効
果
を
持
っ
た
だ
ろ
う
か
。
一
八
九
〇
年
に
『
パ

ン
チ
』
誌
は
、
　
『
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
U
鉱
幾
歳
。
≦
ω
の
報
道
記
事
、
あ
る
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
が
、
激
し
い
勤
め
の
後
に
、
一
日
の
休
日
を
要

求
し
て
直
ち
に
解
雇
さ
れ
た
と
い
う
例
を
取
り
上
げ
て
、
　
「
白
い
奴
隷
」
　
名
ぼ
げ
Φ
ω
ド
〈
Φ
の
見
出
し
で
、
四
カ
年
前
と
同
じ
様
に
、
ガ
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ネ
ス
の
搾
取
の
実
例
を
笑
い
種
と
し
て
い
る
。
こ
の
頃
に
も
な
る
と
、
そ
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
は
、
職
業
意
識
の
芽
生
え
と
で
も
い
う
か
、
解
雇
の

予
告
の
な
い
代
り
に
一
ケ
月
分
の
サ
ラ
リ
ー
を
要
求
し
て
州
裁
判
所
に
訴
訟
を
起
し
て
い
る
が
、
そ
の
例
で
見
る
限
り
で
は
、
半
ば
サ
ー
ヴ
ィ

ス
半
ば
プ
ロ
フ
ェ
ヅ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
っ
た
立
場
に
、
何
ら
の
改
善
も
起
ら
な
か
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
　
「
ガ
ヴ
ァ
ネ

ス
互
恵
協
会
」
の
年
金
の
応
募
者
数
は
、
常
に
年
金
の
数
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
た
し
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
救
済
を
与
え
ん
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
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慈
善
的
努
ヵ
は
、
貧
騒
に
あ
る
数
え
き
れ
な
い
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
婦
人
を
照
し
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
女
子
教
育
の
改
革
や
婦
人
の
雇

用
領
域
の
拡
大
は
、
単
な
る
慈
善
で
は
な
い
し
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
雇
い
主
に
覚
醒
を
与
え
る
よ
う
な
個
人
的
な
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
こ
れ

ら
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
問
題
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
効
を
奏
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
説
明
は
、
確
証
す
る
史
料
を
持
た
ず
推
論
の
域
を
出
な

い
が
、
よ
り
下
層
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
た
め
に
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
以
外
の
他
の
雇
用
領
域
を
獲
得
す
る
努
力
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
他
の
諸

原
因
が
そ
の
努
力
を
帳
消
し
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
原
因
の
大
き
な
も
の
は
、
こ
の
頃
に
な
る
と
優
れ
た
昼
問
学

校
鳥
ρ
団
。
。
。
財
。
2
、
女
子
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
L
ル
な
ど
の
増
加
で
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
そ
の
も
の
の
需
要
が
減
少
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考

　
　
　
＠

え
ら
れ
る
。
と
に
か
く
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
そ
の
も
の
の
中
で
は
、
つ
ま
り
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
よ
り
高
い
ラ
ン
ク
の
婦
人
の
貧
困
に
お
い
て
は
、
大

し
た
改
良
は
起
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
そ
の
も
の
は
、
狭
量
な
因
習
的
な
志
向
性
を
持
っ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
動
き
で
は
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
が
出
発
点
と
な
っ
て
、
　
「
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
互
恵
協
会
」
の
手
を
離
れ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
、
よ
り
広
汎
な
婦
人
の
雇
用
拡
大
、
教
育
改

革
、
そ
し
て
改
革
実
現
の
決
定
的
手
が
か
り
と
し
て
選
挙
権
要
求
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
O
捗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
口
回
一
H
『
b
o
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
Q
Q
Q
◎
じ

①
瓢
①
塗
。
特
ミ
‘
℃
■
旨
堅
ヨ
民
㊤
三
々
。
》
無
野
遊
．

　
　
マ
ー
テ
ィ
ノ
ー
は
、
四
〇
年
代
の
歴
史
叙
述
の
中
で
、
こ
の
蒔
期
か
ら
社
会
で

　
最
も
苦
し
ん
で
い
る
階
級
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
に
対
す
る
社
会
の
無
視
は
終
っ
た
と
い

　
う
こ
と
を
述
べ
、
雇
い
主
の
配
慮
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

　
＝
鎚
甑
昌
o
ρ
F
o
》
亀
燃
こ
く
o
r
H
く
℃
℃
℃
．
b
Ω
ミ
歯
一
。
◎
．

②
翼
。
津
。
》
鼠
野
や
ミ
餅
冒
琶
。
8
昌
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
へ
の
忠
告
は
、
彼
女
の

　
国
恥
ミ
肋
§
ミ
§
ミ
ミ
蚤
（
一
◎
。
①
O
）
の
申
に
含
ま
れ
る
。

③
き
ミ
リ
℃
」
拐
幽

④
ジ
・
ソ
・
ラ
ス
キ
ン
『
胡
麻
と
百
含
』
邦
訳
、
岩
波
文
庫
、
｝
六
四
1
五
頁
。

⑤
O
ぎ
昌
。
＃
。
窓
霞
翼
く
。
⇔
α
q
ρ
｝
δ
ミ
§
ぎ
ミ
し
。
。
刈
9
曲
翫
び
①
ρ
H
。
。
。
。
押
電
．

　
b
⇒
り
一
ω
Q
。
・

⑥
図
二
日
β
曇
ミ
‘
や
ド
鵡
嚇
曾
門
脇
母
尋
§
§
”
＜
。
轡
。
。
侮
℃
℃
じ

　
ピ
巴
δ
ω
脚
O
O
社
日
葺
8
が
、
設
け
ら
れ
る
。

⑦
9
。
き
§
職
計
や
①
。
。
嚇
◎
§
検
鷺
ξ
需
§
遷
湧
く
。
ピ
。
。
0
し
。
。
o
O
り
諸
幽
い
や

　
①
。
Q
◎
b
Ω
●

⑧
曾
ミ
鷺
ξ
隷
§
§
＜
9
c
。
心
」
や
お
・
。
’

⑨
奪
ミ
二
葉
レ
。
。
ω
占
。
。
唐
く
g
c
。
ρ
や
G
。
c
。
卜
。
■

⑩
　
N
ミ
野
く
。
ピ
◎
。
野
や
H
◎
。
。
。
円
く
。
ピ
。
。
ρ
や
。
。
c
。
P

　
　
そ
の
他
、
G
・
B
・
．
エ
の
詳
し
い
活
動
報
告
は
、
一
八
四
七
年
の
レ
ポ
ー
ト
は

　
N
ミ
鉢
層
く
。
ド
◎
。
野
℃
や
H
Q
。
H
一
り
。
。
蒔
尋
を
、
一
八
四
八
年
の
レ
ポ
ー
ト
は
♂
ミ
讐
く
。
｝
・

　
。
。
ρ
や
や
ω
Q
。
鱒
1
ω
Q
。
ω
．
を
参
照
。

⑬
賭
亀
噂
。
》
も
罫
電
噛
嵩
？
ド
謡
」

108 （248）



ヴィクトリア蒔代のフェミニズムの一考察（西村）

⑫
｝
。
・
・
。
・
δ
切
2
。
冨
お
茎
．
．
円
g
H
邑
蕊
窪
壷
飾
。
く
。
窪
窪
け
．
、
℃
（
ω
替
洋
8
（
巴
シ

　
o
》
ミ
ニ
や
8
．
）

⑬
そ
の
よ
う
な
認
識
を
示
し
て
い
る
例
は
、
前
述
》
■
b
ご
’
冒
ヨ
。
ω
8
で
あ
る
。

　
属
O
酔
O
賢
ミ
蝋
‘
や
ミ
㎝
．

⑭
崔
巽
凱
ま
窪
”
§
ミ
層
や
ホ
b
。
．

⑮
諸
㊤
蔓
≦
。
房
け
9
冨
。
琶
跨
句
臥
§
§
“
§
§
ミ
§
謁
粛
凄
騎
ミ
団
§
ミ
§
、

　
§
馬
き
9
鳩
、
賊
ミ
ミ
窮
。
嵩
勺
。
ミ
ご
ミ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
騎
謡
ミ
ミ
計
”
卜
。
μ
乱
ω
α
こ
ミ
O
b
o
’
℃
や

　
H
l
b
っ
．

⑯
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
女
子
教
育
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
一
二
章
を
参
照

　
の
こ
と
。
執
著
は
、
一
七
九
六
年
の
第
三
版
の
後
、
省
略
さ
れ
た
形
で
第
四
版
が

　
出
た
だ
け
で
、
一
八
九
一
年
の
M
・
G
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の
序
文
を
伴
っ
た
新
版

　
が
出
る
ま
で
、
瓜
実
上
、
空
白
期
間
で
あ
っ
た
。

⑰
o
h
■
図
㊤
ヨ
β
。
》
ミ
‘
唱
い
α
の
占
↓
9

⑱
窯
N
ω
¶
類
孟
冨
ヨ
国
罠
ρ
§
恥
b
犠
轟
ミ
霧
ミ
穿
魁
§
野
↓
ぎ
帖
出
馬
恥
ミ
§

　
§
砺
。
空
馬
§
q
さ
ミ
§
、
ミ
§
ミ
肉
馬
尽
§
篭
ミ
§
鳶
勲
μ
Q
。
お
層
や
ω
・

⑲
9
。
き
§
ミ
‘
や
描
P

⑳
こ
の
種
の
標
準
的
な
本
は
、
最
初
一
入
○
○
年
に
出
版
さ
れ
て
、
六
〇
年
後
も
な

　
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
半
分
近
く
の
女
子
の
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
諸
㊤
σ
q
冨
＝
．
ω
ρ
口
・

　
。
ω
ユ
。
扇
で
あ
っ
た
。
切
8
び
二
巴
蜜
拶
σ
q
奉
凛
自
身
教
師
で
、
サ
ッ
カ
レ
ー
の
『
虚

　
栄
の
市
』
の
℃
貯
犀
。
詳
。
ロ
は
、
彼
女
を
模
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
囚
ρ
ヨ
ヨ
・

　
。
》
翫
譜
や
鼠
吟
　
カ
テ
キ
ズ
ム
の
例
は
以
下
を
参
照
。
O
δ
ぎ
。
》
職
誉
や
嶺
ド

⑳
囚
㊤
自
註
§
ミ
こ
℃
」
謎
…
審
舜
§
ミ
も
。
ミ
刈
．

　
　
寓
9
ユ
p
ρ
○
器
ざ
．
、
円
冨
≦
o
臼
窪
．
ω
国
曾
＄
怠
8
9
窓
。
＜
o
ヨ
囁
け
．
．
ス
Q
Q
蜜
，

　
算
。
鋤
宕
9
y
o
》
“
欺
り
℃
℃
．
ω
甲
も
。
Q
。
．
）

⑫
　
こ
の
カ
レ
ヅ
ジ
の
正
式
の
名
前
は
く
ρ
出
o
o
昌
、
ω
O
o
＝
㊦
σ
q
①
H
o
噌
蜀
。
ヨ
鉱
。
団
戯
〒

　
o
㊤
江
9
μ
p
離
山
h
o
鴎
O
諺
琴
ヨ
σ
q
6
㊦
詳
箪
。
鋒
。
。
。
o
｛
ρ
目
巴
ヨ
。
帥
江
。
＝
8
0
0
＜
0
7

器
・
・
器
豊
と
な
っ
て
い
た
。
や
蓉
ミ
ミ
ミ
尋
ミ
§
囎
く
鼻
。
。
蒔
も
鉢
。
。
睡
曹

㊧
　
き
賊
3
＜
o
ド
。
。
9
や
。
。
①
野

　
　
又
、
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
は
、
八
四
巻
で
は
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
モ
ラ
ル
や
社
会
的
身

　
分
に
よ
る
上
品
さ
を
強
調
し
て
、
学
問
上
の
資
格
試
験
に
疑
い
を
投
げ
た
。

㊧
　
そ
の
当
時
、
議
会
法
に
よ
る
以
外
に
法
人
の
形
を
と
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る

　
呂
団
巴
魯
騨
誌
賃
が
、
得
ら
れ
た
の
は
、
一
八
五
三
年
。
　
民
㊤
左
舞
。
》
ミ
野
や

　
ミ
ω
凸

番
　
そ
れ
で
も
女
子
の
教
育
を
男
子
の
そ
れ
に
接
近
さ
せ
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
企

　
て
は
、
女
性
の
プ
ロ
ブ
ラ
イ
エ
テ
ィ
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
従
っ
て
、

　
ク
ィ
ー
ソ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
た
め
の
寄
付
は
、
得
ら
れ
ず
、
そ
の
成
功
は
、
創
設
者

　
の
全
く
の
無
私
の
献
身
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
O
器
ざ
。
§
職
計
℃
や
認
1
ω
ω
●

㊧
　
ク
ィ
ー
ン
ズ
が
、
キ
ソ
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
対
応
す
る
の
に
対
し
て
、
ベ
ッ
ド

　
フ
ォ
ー
ド
は
、
キ
ソ
グ
ズ
の
ラ
イ
バ
ル
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
対

　
応
ず
る
無
宗
派
の
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
一
八
二
八
年
以
来
、
キ
ソ
グ
ズ
も
、
ユ
ニ

　
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
も
名
目
上
は
婦
人
が
講
義
に
出
席
す
る
の
を
許
し
て
い
た
が
、
少

　
女
の
申
等
教
育
の
不
十
分
さ
の
た
め
、
男
子
の
カ
ン
ッ
ジ
の
水
準
は
、
高
す
ぎ
て
、

　
こ
の
特
権
を
利
用
で
き
る
ほ
ど
知
的
な
婦
人
は
い
な
か
っ
た
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
と
ベ

　
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
違
い
は
、
後
者
が
、
無
宗
派
で
あ
る
こ
と
と
男
女
混
瀟
の
運
営

　
委
員
会
を
持
っ
た
こ
と
、
最
初
か
ら
名
実
と
も
に
本
物
の
カ
レ
ッ
ジ
を
欲
し
た
こ

　
と
等
で
あ
る
。
　
図
騨
熱
量
層
。
》
ミ
こ
℃
や
一
蓋
－
H
日
ρ

（
⑳
　
◎
ミ
篭
ミ
電
淘
ミ
紬
箪
く
。
一
．
o
。
9
℃
℃
．
。
。
⊂
腎
祭
。
。
①
㎝
．

　
　
こ
の
号
の
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
は
、
二
〇
頁
に
わ
た
っ
て
（
唱
や
ω
爵
1
ω
o
。
。
。
）
、
一
入

　
四
九
年
の
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
二
男
。
曾
9
0
蔓
冨
。
言
円
。
ω
の
総
合
評
、

　
ク
ィ
ー
ソ
ズ
の
起
源
と
発
展
に
つ
い
て
の
本
、
一
入
四
八
年
の
G
・
B
・
1
・
の

　
レ
ポ
ー
ト
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
生
活
に
つ
い
て
の
あ
る
本
等
の
批
評
を
含
ん
で
い
る
。

⑱
　
♂
ミ
こ
娼
．
ω
8
…
囚
ρ
ヨ
ヨ
’
o
》
“
熾
、
こ
》
ミ
①
■

㊧
　
堵
⑦
舞
。
》
ミ
ニ
や
H
ミ
■

⑳
　
の
貯
餌
。
げ
Φ
ざ
。
》
竃
“
こ
や
刈
。
。
・
こ
の
法
案
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
委
員
会
が
、
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イ
ギ
リ
ス
で
最
初
の
フ
ニ
ミ
ニ
ス
ト
・
コ
ミ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
法
案
が
、
法
令

　
と
な
る
の
は
、
一
八
八
二
年
で
あ
る
。
既
婚
婦
人
の
法
的
変
化
の
要
約
は
、
以
下

　
を
参
照
。

　
　
口
帥
昌
爵
げ
O
暗
目
8
”
§
馬
O
魯
特
“
帖
書
甲
壽
h
8
、
魅
ミ
い
鼠
ぎ
老
馬
“
§
憶
ミ

　
ミ
§
霧
弘
⑩
①
9
屋
鷲
貯
峠
巴
δ
9
ρ
竈
・
ミ
る
9
　
邦
訳
、
岩
波
新
書
、
一
一
－

　
一
五
頁
。

⑳
　
9
0
ヨ
。
》
ミ
こ
や
崔
ご
ω
窪
8
冨
ざ
。
賢
職
r
℃
や
諺
i
刈
9

⑫
　
9
0
き
。
賢
ミ
‘
℃
．
5
ρ

　
　
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
七
年
聞
続
い
て
七
入
暑
の
後
、
〈
≧
㊦
x
導
α
影
鑓
斜
α
Q
㌣

　
N
冒
0
に
合
体
さ
れ
た
が
、
白
そ
れ
が
短
命
に
終
り
、
〈
国
回
σ
q
房
ヴ
〈
o
白
引
受
、
。
。
図
①
〈
δ
芝
V

　
の
名
前
で
葦
膨
。
琴
げ
。
器
零
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
た
。

　
　
切
。
β
o
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Φ
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Φ
三
層
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》
鼠
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こ
や
㊤
S

⑭
　
等
ミ
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や
り
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ω
霞
p
o
げ
曙
層
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賢
ミ
こ
や
㊤
。
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．

　
　
婦
人
の
協
会
の
目
舞
9
鉱
σ
q
が
、
社
会
科
学
普
及
協
会
の
書
記
補
佐
に
任
命
さ

　
れ
て
、
サ
タ
デ
イ
・
レ
ビ
ュ
ー
の
潮
笑
を
招
来
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
シ
ャ
フ
ッ

　
ベ
リ
伯
が
、
婦
人
の
組
織
の
会
長
と
な
っ
た
。

⑯
　
駒
｝
雪
田
9
開
く
。
切
昏
蕾
℃
頴
噛
ミ
遣
軌
ミ
§
ミ
穿
恥
ミ
奪
ミ
§
ミ
§
粛
ぎ

　
ミ
ミ
ミ
帖
§
魍
尊
薦
N
ミ
ミ
．
這
罐
噂
や
ω
P

⑳
　
き
ミ
層
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℃
■
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。
b
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1
ω
Q
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■

⑰
　
尉
8
0
匿
お
茎
。
》
職
鳳
こ
噂
や
8
占
O
↓
．

　
　
同
論
文
は
、
協
会
に
よ
り
闇
拓
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
の
職
業
領
域
の
極
め
て
微
細

　
な
葛
西
実
を
報
告
し
て
い
る
。

　
　
N
黛
3
や
り
◎
。
・

⑲
　
き
ミ
こ
や
㊤
c
。
…
O
o
器
器
℃
勺
．
一
Q
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㊤
．

⑭
　
9
0
ヨ
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賢
ミ
ニ
や
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＄
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切
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剛
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H
①
茎
愚
’
ミ
ご
勺
■
り
○
。
顧

㊨
　
き
ミ
こ
℃
や
り
。
。
占
8
，

　
　
特
に
、
簿
記
係
や
、
商
業
上
の
事
務
員
の
分
野
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
後
期
、
婦

　
人
の
腿
用
の
ほ
と
ん
ど
無
髄
限
の
領
域
と
な
っ
た
。
ま
た
㌧
ブ
…
シ
ェ
レ
ッ
ト
は
v

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
薪
し
い
諸
産
業
分
野
の
婦
人
の
雇
用
に
関
し
て
、

　
一
八
六
一
年
と
一
八
七
一
年
の
セ
ン
サ
ス
の
比
較
で
、
そ
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

　
㌻
ミ
噛
や
ざ
か

⑫
　
N
ミ
3
℃
や
Φ
b
。
る
9

⑱
　
切
即
巳
（
。
α
℃
o
特
ミ
こ
℃
℃
。
。
。
劇
山
9
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葭
電
器
p
戸
落
●
ミ
こ
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g
H
＜
路
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■
ホ
P
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9
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ミ
龍
篭
陶
ミ
馬
§
層
く
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ド
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。
傘
や
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。
。
野

⑭
　
切
ρ
巳
肖
ω
層
。
》
無
計
や
b
。
Φ
・

⑰
§
野
や
。
。
ド

⑱
§
罫
や
ω
ω
旧
遷
¢
旦
§
無
跡
．
℃
払
ρ

　
　
こ
れ
ら
移
住
奨
励
組
織
の
名
前
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人

　
が
、
最
も
移
住
し
に
く
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
組
織
が
必
要
と
さ
れ
た
。
ク
ラ
イ

　
ン
の
述
べ
た
よ
う
に
「
家
跡
使
用
人
ク
ラ
ス
よ
り
上
の
婦
人
は
、
ほ
と
ん
ど
移
住

　
し
な
か
っ
た
。
」

⑲
　
鼠
霞
貯
口
賓
ρ
．
、
○
自
閏
。
目
巴
。
図
a
8
鉱
。
資
．
．
り
寄
§
窮
§
畿
§
尾
翼
き
軸
≧
a
－

　
蔑
§
ミ
拙
訟
8
ミ
驚
§
誉
、
妹
富
㌧
壕
§
ξ
勘
§
ミ
⑦
o
鼠
黛
執
い
9
§
量
μ
o
。
①
b
。
り
℃
．

　
Q
。
嵩
■
（
b
d
騨
巳
幽
。
・
り
。
賢
ミ
ニ
や
も
。
も
。
に
引
用
。
）

⑳
　
き
ミ
M
や
ω
ω
■

⑪
　
男
。
〈
o
び
。
》
葛
馬
こ
℃
や
培
－
辱
。
㊤
・

　
　
尉
8
0
冨
お
茎
。
》
ミ
こ
や
困
8
■

　
　
ブ
ー
シ
ェ
レ
ッ
ト
は
、
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
上
の

　
混
乱
に
よ
っ
て
、
地
代
収
入
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
土
地
所
有
者
の
未
亡
人
や
娘

　
が
、
大
勢
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
ポ
ス
ト
を
求
め
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ジ
ェ

　
ン
ト
ル
ゥ
；
マ
ソ
は
、
ワ
ー
ク
・
ハ
ウ
ス
の
中
へ
避
難
す
る
程
の
貧
困
に
落
さ
れ

　
た
と
い
う
。
ま
た
、
女
子
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
は
、
一
八
七
一
－
一
八
九

　
〇
年
の
間
に
七
〇
校
の
増
加
で
あ
る
。
　
切
費
口
犀
ω
㌧
o
》
ミ
ニ
や
。
。
8
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四
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

ヴィクトリア時代のフェミニズムの一考察（西村）

　
一
　
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
か
ら
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ

　
前
章
で
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
の
い
く
つ
か
の
動
き
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
問
題
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
と
っ
て
重
大
な
要
因
と
な
っ
た
と
い

う
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
大
体
一
八
五
〇
1
七
〇
年
代
の
時
期
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
そ
れ
以
後
へ
の
発
展
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き

た
い
。

　
前
述
の
ク
ィ
ー
ン
ズ
と
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
爾
カ
レ
ッ
ジ
は
、
男
子
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
と
紺
応
ず
る
女
子
教
育
を
供
す
る
女
学
校

を
経
営
で
き
る
能
力
の
あ
る
婦
人
の
本
部
と
も
言
え
る
も
の
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
、
必
ず
と
言
っ
て
も
よ
い
程
ク
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ー
ン
ズ
か
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
ど
ち
ら
か
に
関
係
し
て
い
た
。
以
後
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
グ
な
意
味
で
男
女
平
等
と
な
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
勿
論
必

要
な
相
違
は
あ
っ
て
も
、
女
子
教
育
が
、
教
育
の
性
格
や
条
件
に
お
い
て
男
性
に
提
供
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
と
な
る
ま
で
に
、
六
〇
年

代
、
七
〇
年
代
と
さ
ま
ざ
ま
の
動
き
や
長
い
闘
い
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
述
べ
る
紙
幅
は
な
い
が
、
六
〇
年
代
に
は
ユ
ニ
ヴ

ァ
ー
シ
テ
ィ
が
婦
人
に
開
か
れ
る
た
め
の
若
干
の
動
き
が
あ
り
、
　
六
二
年
に
は
、
　
ケ
ン
ブ
リ
ヅ
ジ
大
学
の
地
方
試
験
O
ρ
日
同
工
σ
q
Φ
U
o
。
巴

図
×
ρ
ヨ
言
p
江
。
⇔
を
少
女
が
受
け
る
許
可
を
求
め
る
委
員
会
が
、
E
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
が
、
　
そ
れ
は
中
等
教
育
の
分
野
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

限
ら
れ
て
、
婦
人
が
真
に
大
学
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
の
は
、
七
〇
年
代
以
降
に
持
ち
込
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
女
子
の
高
等
教
育
の
要
求
は
、
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
り
「
ア
パ
ー
お
よ
び
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
教
育
の
改
善
と
拡
大
に
関
す
る
諸
問
題
」
と
い
う
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て

具
体
的
な
運
動
の
過
程
で
大
学
当
局
な
り
地
方
当
局
な
り
へ
の
働
き
か
け
の
中
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
教
育
改
革
者
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の

中
で
、
議
会
選
挙
権
の
必
要
性
が
、
．
真
に
迫
っ
て
認
識
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
後
期
の
婦
人
の
運
動
が
、
真
に
機
能
し
始
め
た
の
は
、
　
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
の
ラ
ン
ガ
ム
・
プ
レ
イ
ス
に
お
い

て
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
初
歩
的
な
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
請
願
書
の
起
草
、
公
け
の
集
会
、
自
ら
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
継
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

等
々
、
そ
し
て
毒
中
を
彼
女
ら
の
文
筆
で
あ
ふ
れ
さ
せ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
職
業
の
開
拓
や
技
術
上
の
訓
練
に
精
力
を
集
中
し
て
い
た
間
に
、
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も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
協
会
」
囚
①
霧
貯
σ
Q
8
⇔
ω
0
9
①
身
と
い
い
、
よ
り
高
度
な
教
育
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

段
を
切
望
す
る
婦
人
で
成
り
立
ち
、
そ
の
種
の
重
要
問
題
の
討
論
の
た
め
に
マ
ニ
ン
グ
夫
人
の
家
で
会
合
し
て
い
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に

は
、
後
の
ガ
ー
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
○
貯
8
昌
O
O
頃
①
α
q
Φ
の
創
立
者
と
な
る
既
出
の
φ
切
○
象
。
げ
○
郎
と
E
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
、
チ
ェ
ル
テ
ナ
ム
・
レ

イ
デ
ィ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
O
げ
。
写
Φ
ご
げ
ρ
旨
い
甲
象
①
ω
、
O
o
鵠
①
頓
Φ
の
創
立
者
の
U
。
切
。
巴
⑦
、
　
名
。
属
げ
い
。
旨
α
o
目
O
o
鵠
①
σ
q
㌶
枠
Φ
ω
o
げ
0
9
の
創
設
者

挙
党
・
切
手
ω
、
そ
の
時
医
学
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
後
の
E
・
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
そ
の
姉
の
J
・
W
・
ス
ミ
ス
（
ま
も
な
く
第

一
回
の
婦
人
参
政
権
委
員
会
の
名
誉
書
記
と
な
る
）
な
ど
が
い
た
。
9
切
。
超
。
げ
霧
。
算
は
、
切
。
臼
昌
○
昌
の
よ
う
に
両
方
の
協
会
で
席
を
占
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
を
遺
し
た
当
時
の
主
要
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
「
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
協
会
」
は
、
個
々
の
そ
れ
ぞ

れ
の
運
動
の
立
場
か
ら
、
参
政
権
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。
そ
の
協
会
の
名
誉
書
記
の
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
議
事
録
の
中

に
「
婦
人
へ
の
議
会
選
挙
権
の
拡
大
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
い
か
な
る
条
件
の
下
で
か
。
」
と
い
う
問
が
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
は
同
協
会
が
、
｝
八
六
五
年
の
夏
に
出
さ
れ
る
方
針
に
つ
い
て
の
討
論
で
定
め
ら
れ
た
主
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
秋
ち
ょ
う
ど

」
・
S
・
ミ
ル
が
、
彼
の
選
挙
演
説
の
中
に
婦
人
参
政
権
を
掲
げ
て
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
か
ら
議
席
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
二

〇
世
紀
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
く
婦
人
参
政
権
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
、
何
も
ミ
ル
が
、
婦
人
参
政
権
を
掲
げ
て
出
馬
し
た
と
い
う
事

件
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
　
一
八
六
六
年
ヒ
d
O
臼
。
び
o
b
、
切
。
容
げ
霞
Φ
暮
、
U
勲
く
δ
。
。
が
請
願
書
を
起
箪
し
て
半
月
足
ら
ず
で
、
　
一
、
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

九
名
の
婦
人
の
み
の
署
名
を
集
め
、
ミ
ル
が
、
そ
れ
を
議
会
へ
提
出
、
ま
た
第
二
次
選
挙
法
改
正
の
討
論
で
、
婦
人
参
政
権
を
認
め
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

修
正
案
を
も
提
出
し
、
そ
の
採
決
は
否
決
と
な
っ
た
が
、
少
数
派
の
予
期
し
な
か
っ
た
大
き
さ
が
、
刺
激
と
な
っ
て
一
八
六
七
年
冬
最
初
の
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

続
的
な
組
織
「
婦
人
参
政
権
国
民
協
会
」
賭
界
6
ご
巴
ω
0
9
Φ
馨
8
同
芝
。
目
窪
、
の
の
自
臨
嵩
σ
q
①
が
誕
生
し
た
。

　
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
活
動
家
を
育
て
た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
婦
人
雇
用
拡
大
の
成
果
は
ど
う
か
。
婦
人
雇
用
は
、

一
八
五
一
－
七
一
年
間
に
相
当
膨
脹
し
、
雇
用
婦
人
の
数
三
二
・
一
％
の
増
、
バ
ン
ク
ス
に
よ
れ
ば
相
対
的
に
増
加
の
大
き
か
っ
た
職
業
領
域
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

商
売
・
公
職
．
病
院
．
教
員
で
四
四
・
九
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
0
・
R
・
マ
ヅ
ク
グ
レ
ガ
ー
が
、
　
「
ノ
ン
・
マ
ニ
ェ
ア
ル
の
職
業
の
膨
脹
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ヴィクトリア特代のフェミニズムの一考察（西村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
、
工
業
化
の
技
術
上
・
社
会
上
の
多
様
化
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
負
う
も
の
で
は
な
い
」
と
言
い
、
バ
ン
ク
ス
も
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

前
述
の
領
域
で
の
同
時
期
の
男
性
雇
用
者
の
増
加
は
、
婦
人
の
場
合
よ
り
は
る
か
に
多
く
六
七
・
五
％
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
婦
人

雇
用
の
増
大
が
、
ど
の
程
度
「
協
会
」
の
努
力
に
負
う
も
の
か
は
、
容
易
に
算
定
で
き
な
い
。
が
一
方
、
伝
統
的
に
男
性
の
職
業
領
域
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

既
存
の
労
働
組
合
と
衝
突
し
て
、
新
来
の
婦
人
は
そ
こ
か
ら
排
斥
さ
れ
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
フ
ェ
、
・
こ
一
ス
ト

に
よ
る
婦
人
の
み
の
労
働
組
合
の
結
成
と
い
う
方
向
が
繊
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
一
八
七
四
年
に
「
同
情
あ
る
紳
士
淑
女
」
の
大
会
を
招
集
し
「
婦
人
保
護
備
災
連
盟
」
芝
。
ヨ
。
互
の
℃
鴇
。
け
o
o
響
く
。
，
づ
Q
℃
械
。
く
乙
2
昏
U
o
ρ
σ
q
g
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

（
後
の
芝
○
誉
㊦
嵩
、
ω
8
峯
鳥
①
d
該
○
娼
目
①
麟
σ
q
9
Φ
）
を
結
成
し
て
そ
の
会
長
と
な
っ
た
E
・
パ
タ
t
ソ
ン
は
、
自
身
製
本
職
工
で
あ
る
が
、
既
出

の
E
・
フ
ェ
イ
ス
フ
ル
と
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
プ
レ
ス
」
で
協
働
し
「
協
会
」
の
指
導
下
で
作
ら
れ
た
婦
人
の
印
鯛
事
務
所
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
連
盟
が
、
初
期
に
ど
ん
な
に
偏
狭
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
的
限
界
を
処
々
で
示
し
、
T
U
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
ら
「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
・
レ
デ
ィ
」
の
組
織
と
し
て
拒
絶
さ
れ
た
か
は
、
本
稿
の
範
囲
外
と
な
る
の
で
、
な
ぜ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
後
期
に
そ
の
よ

う
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
労
働
組
合
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
出
て
き
た
の
か
を
示
唆
す
る
に
と
ど
め
る
。
先
走
っ
た
言
い
方
だ
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
実
際
上
の
改
革
は
、
い
く
つ
も
の
支
流
に
分
れ
る
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
後
期
の
大
き
な
流
れ
は
、
以
上
の
婦
人
参
政
権
と
ト
レ
ー
ド
・
ユ
ニ

オ
ニ
ズ
ム
の
二
本
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
2
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
前
期
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
性
格

　
本
稿
で
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
、
男
女
平
等
の
教
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
ら
教
義
を
現
実
へ
移
そ
う
と
求
め

る
直
接
的
な
組
織
さ
れ
た
運
動
と
し
て
見
て
き
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
達
は
、
実
際
に
何
を
要
求
し
た
の
か
。
確
か
に

そ
れ
は
、
独
身
女
性
の
た
め
の
職
業
選
択
の
可
能
性
の
拡
大
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
既
婚
・
未
婚
を
間
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
女
性
の
た
め
の

よ
り
充
実
し
た
生
活
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
し
も
教
育
や
選
挙
権
や
財
産
権
等
が
、
な
ん
ら
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は

全
女
性
の
抑
え
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
数
の
は
け
口
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
フ
ェ
、
ミ
ニ
ズ
ム
を
論
じ
る
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の
は
抽
象
論
で
あ
り
、
怠
慢
と
雷
え
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
運
動
と
な
る
と
、
　
「
婦
人
」
と
は
、
総
称
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
性
質
と
し
て
論
じ
る
の
は
、
特
に
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
問
題
を
主
要
な
契
機
と
し
て
発
展
し
て
き
た
一
八
七
〇
年
代
以
前

の
形
成
期
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
暁
代
全
体
を
通
じ
て
云
々
す
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
一
八
五
〇
年
以
前
に
は
、
社
会
に
お

け
る
婦
人
の
地
位
の
改
革
の
た
め
に
何
ら
組
織
さ
れ
た
努
力
は
な
か
っ
た
と
言
い
切
る
の
は
、
ま
ち
が
い
で
あ
ろ
う
が
、
個
々
め
改
革
老
の
散

発
的
な
孤
立
し
た
企
て
が
、
一
つ
の
組
織
さ
れ
た
運
動
の
中
に
接
合
さ
れ
る
堅
実
性
を
示
し
た
の
は
、
つ
ま
り
明
白
に
認
識
で
き
る
社
会
運
動

と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
は
、
一
八
五
〇
年
頃
と
言
え
る
の
で
、
大
体
一
八
五
〇
一
七
〇
年
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
性
質
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
時
期
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
ア
ピ
ー
ル
の
特
徴
は
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
未
婚
婦
人
や
未
亡
人
に
関
係
の
あ
る
か
な
り
限
定
し
た
諸
問
題

を
最
も
強
調
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
定
し
た
家
族
関
係
の
中
で
の
妻
や
母
親
の
地
位
・
役
割
と
い
っ
た
点
へ
の
関
心
は
、
著
し
く

　
　
　
　
　
⑲

欠
如
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
起
爆
荊
と
し
て
の
経
済
的
要
因
の
重
要
性
は
、
否
定
で
き
な
い
。

　
更
に
、
婦
人
参
政
権
の
考
え
が
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
や
W
・
タ
ム
ソ
ン
の
時
代
と
は
違
っ
て
、
次
第
に
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
も
の
で

な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
極
重
に
は
、
婦
人
の
状
態
の
改
善
に
お
い
て
、
経
済
的
・
政
治
的
・
教
育
的
要
素
は
椙
互
依
存
的
に
な
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
は
国
会
や
大
衆
的
集
会
で
の
ミ
ル
の
演
説
や
缶
・
U
・
℃
○
。
ぼ
⇔
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
う
か
が
い
知
れ
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
雷
う
と
、

経
済
上
の
窮
迫
↓
職
を
求
め
る
↓
教
育
の
改
善
と
雇
用
の
機
会
の
拡
大
要
求
↓
選
挙
権
の
順
で
、
具
体
的
に
持
ち
出
さ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
本
流
で
あ
る
婦
人
参
政
権
運
動
へ
流
れ
込
ん
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
問
題
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ
の
発
展
は
、
そ

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
に
顕
著
に
見
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
保
守
性
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
有
能
な
老
と

そ
う
で
な
い
者
を
区
別
し
た
い
と
い
う
ガ
ガ
ァ
ネ
ス
救
済
の
意
図
、
ま
た
、
こ
の
時
期
の
教
育
上
の
改
革
者
の
、
教
育
職
に
お
け
る
ミ
ド
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
ス
の
男
性
と
独
身
女
性
の
平
等
と
い
う
考
え
方
、
そ
の
よ
う
な
保
守
性
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
婦
人
参
政
権
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
中
に
も
、

折
に
触
れ
て
表
白
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
既
出
の
F
・
P
・
コ
ッ
プ
は
、
　
「
選
挙
権
を
住
民
の
く
ず
に
許
可
す
る
と
い
う
提
案
と
、
選
挙
権
を
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す
で
に
行
使
し
て
い
る
男
子
の
母
や
娘
・
姉
妹
に
与
え
る
と
い
う
提
案
と
の
間
の
相
違
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
な
お
一
層
主
張
さ
れ
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
今
後
も
一
貫
し
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
基
礎
に
根
強
く
残
っ
て
い
く
。

　
最
後
に
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
い
う
雇
用
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
の
存
在
と
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
「
有
閑
婦
人
」
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の

関
係
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
く
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
前
期
の
繁
栄
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
と
い
う
存
在
を
生
み
出
す
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
教
育
巻
を

必
要
と
し
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
既
婚
婦
人
の
生
活
の
変
化
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
「
有
閑

婦
人
」
へ
の
移
行
で
、
従
来
の
拘
束
的
な
退
屈
な
家
事
機
能
か
ら
解
放
さ
れ
た
婦
人
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
よ
り
変
化
の
あ
る
社
会
生
活
を
享

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

受
し
始
め
た
と
言
え
る
。
が
、
　
「
有
閑
婦
人
」
の
活
動
は
、
主
と
し
て
ア
ン
チ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
立
場
で
あ
っ
た
し
、
決
し
て
社
会
の
有
用

な
役
割
で
は
な
く
、
た
だ
消
費
だ
け
を
す
る
、
単
な
る
男
性
の
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
活
動
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
家
事
の
拘
束
か
ら
の

解
放
は
、
男
性
へ
の
依
存
か
ら
の
解
放
で
は
な
く
、
却
っ
て
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
の
卑
屈
さ
を
増
大
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の

移
行
を
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
第
一
章
で
一
般
論
と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
無
用
な
状
態

か
ら
の
反
逆
と
い
う
点
で
こ
の
現
象
を
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
原
因
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
論
証
は
不
可
能
だ
が
、

こ
の
既
婚
婦
人
の
生
活
の
変
化
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
み
出
す
上
で
、
何
ら
か
の
潜
在
的
影
響
力
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る

こ
と
で
あ
る
。
が
、
む
し
ろ
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
ら
雇
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
の
「
予
備
軍
」
と
し
て
こ
れ
ら
「
有
閑
婦
人
」
を

　
　
　
　
　
　
　
㊧

み
な
し
て
お
き
た
い
。
『
サ
タ
デ
イ
・
レ
ビ
ュ
ー
』
ω
暮
負
α
亀
丙
Φ
〈
δ
≦
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
雷
っ
て
い
る
。
結
婚
生
活
は
、
婦
人
に
と

っ
て
職
業
で
あ
る
。
勿
論
夫
を
持
た
な
か
っ
た
り
、
何
の
資
産
も
な
く
夫
に
死
別
す
る
こ
と
も
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
、
男
性
が
事
業
に
失
敗
す

る
の
と
同
じ
こ
と
で
・
そ
の
失
敗
に
対
し
て
何
ら
社
会
改
革
な
ど
行
わ
れ
得
な
い
と
い
嘱
同
紙
は
・
フ
・
ミ
ニ
ス
あ
最
も
辛
辣
な
敵
対
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
斜
酌
し
て
も
、
こ
の
厳
し
い
見
解
を
読
む
と
、
　
「
有
閑
婦
人
」
に
と
っ
て
す
ら
経
済
的
困
窮
に
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

は
、
他
人
事
で
な
い
脅
威
と
し
て
映
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
有
用
性
の
感
覚
の
喪
失
扁
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ
の
何
ら
か
の
影
響
力
を
認
め
る

の
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
あ
る
。

115 （255）



①
O
轡
閃
帥
ヨ
β
。
》
ミ
‘
電
．
ミ
蒔
山
。
。
。
。
．

②
　
q
o
ゴ
昌
ノ
〈
ヨ
萎
ヨ
〉
参
菖
。
ウ
。
昌
－
奪
飛
ミ
怨
塑
噛
ミ
ミ
§
肘
’
嵩
砦
農
8
“
。
．
お
①
心
噌

　
o
｝
属
や
×
H
H
…
○
屋
ざ
§
、
弓
馬
■
、
℃
や
G
。
鳥
ω
ρ
■

③
…
八
六
七
年
設
立
の
〈
累
。
祥
げ
。
断
朝
参
蜀
呂
O
。
慧
。
一
｝
ざ
壇
蜀
「
。
ヨ
。
け
言
α
q

　
跨
①
田
σ
q
げ
賃
国
α
ロ
＄
賦
8
0
｛
芝
。
ヨ
魯
〉
の
蟹
的
は
、
そ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

　
た
。
｝
魯
日
ω
o
岸
§
．
9
篤
二
や
Q
。
ひ
。
刈
．

④
ω
霞
8
冨
ど
§
ミ
‘
や
の
①
9

⑤
鍛
。
冨
コ
望
8
旧
幽
冨
β
導
騒
§
触
．
砺
9
警
鷺
、
黛
§
。
ミ
ミ
§
§
箪
趨
§
．
鮪

　
象
§
丁
丁
§
o
g
§
§
鳳
帆
蟻
N
鳳
ぎ
切
ミ
画
怨
ミ
3
お
O
b
。
層
や
摯
●

⑥
そ
の
他
「
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
協
会
」
に
は
、
切
Φ
ω
ω
δ
図
醸
器
円
℃
自
ざ
。
。
、
鶏
Φ
蚕
回

　
月
麟
覧
。
円
（
ミ
ル
の
継
娘
）
、
ノ
＜
o
『
伴
〇
三
6
｝
ヨ
。
臼
舅
畷
ら
も
い
た
。
N
ミ
3
や
簿
・

⑦
ミ
罫
や
輿

⑧
ミ
3
署
』
。
。
ふ
9

⑨
　
九
六
票
対
七
三
票
で
そ
の
七
三
票
は
、
申
し
合
わ
せ
欠
席
者
と
投
票
数
点
検

　
人
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
実
質
八
○
票
以
上
と
の
こ
と
。
　
摩
焼
罫
や
①
。
。
．

⑩
ミ
野
箸
』
。
。
ふ
窃
■

⑪
b
ご
固
巳
＾
。
。
‘
§
ミ
ニ
℃
。
ω
S

⑫
ρ
男
．
潔
。
○
器
σ
q
。
斜
．
．
円
頭
。
D
。
。
巨
喝
8
三
8
。
h
名
。
日
寒
極
国
昌
σ
q
冨
巳
”

　
H
Q
。
α
O
占
㊤
謀
”
騨
切
皆
嵩
。
σ
q
話
℃
げ
矯
、
”
魑
し
d
ミ
帖
罫
智
ミ
｝
畑
ミ
早
雪
g
執
ミ
£
8
ぐ
。
ピ
9

　
ロ
9
国
璽
お
蜜
層
℃
℃
¶
漣
云
過

⑬
し
σ
p
巳
霊
堂
●
ミ
ニ
や
。
。
。
。
’

　
　
こ
の
数
宇
を
岡
時
期
の
男
子
雇
用
者
数
全
体
の
増
加
率
の
二
三
・
四
％
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す
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と
よ
い
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し
た
が
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て
バ
ン
ク
ス
は
、
下
層
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ミ
ド
ル
ク
ラ
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る
こ
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般
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履
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領
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膨
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起
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な
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な
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成
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し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
考
え
る
。

⑭
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入
れ
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ま
た
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報
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は
、
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婦
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労
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、
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妻
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あ
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。

⑳
　
ロ
ン
ド
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婦
人
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レ
ポ
ー
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ど
に
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。

　
　
》
号
ヨ
ω
o
p
。
筆
ミ
ニ
や
鴇
蒔
厚

（256）116



⑳
口
。
ロ
蔓
け
磐
奮
憎
。
。
三
p
§
馬
鵠
執
恥
ミ
ミ
州
ぎ
ミ
§
8
野
馬
ミ
亀
§

　
ミ
馬
ミ
ミ
等
§
竃
ミ
郵
H
G
。
G
。
㎝
●
Q
W
蜀
。
昇
σ
霞
図
同
℃
o
賢
ミ
こ
娼
や
鱒
O
l
器
「
に
、
抜
粋

　
引
用
）

⑫
　
ま
た
、
「
婦
人
雇
用
推
進
協
会
」
も
「
レ
デ
ィ
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
婦
人
」
で
、

　
「
彼
女
ら
が
生
れ
た
階
級
の
習
慣
、
服
装
そ
し
て
無
数
の
精
神
的
物
質
的
関
係
を

　
保
持
し
．
㎝
う
と
苦
闘
し
て
い
る
婦
人
」
の
み
に
か
か
わ
っ
た
。
鼠
。
○
お
σ
q
o
ぴ
。
特

　
鼠
鳳
こ
や
認
．

⑬
　
Q
Q
冨
簿
8
（
巴
．
y
o
特
ミ
こ
℃
．
図
く
一
冒

⑭
　
モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ル
、
テ
ィ
・
パ
…
テ
ィ
、
ホ
イ
ス
ト
・
パ
ー
テ
ィ
、
舞
踏

　
会
、
各
種
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
そ
の
他
対
社
会
的
に
は
、
慈
善
活
動
な
ど
。

　
尉
p
巳
（
ω
層
愚
■
ミ
こ
℃
¶
の
メ

㊧
　
き
ミ
讐
や
昌
．

⑳
　
ネ
フ
の
著
書
に
は
、
労
働
婦
人
の
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
　
「
有
閑
婦
人
」
に
一

　
章
を
あ
て
て
い
る
の
は
、
　
「
遊
惰
」
の
問
題
が
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
ら
の
労
働
の
問
題

　
と
、
と
き
が
た
く
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
O
h
宅
。
鉾
。
賢
9
．
馬
こ
。
げ
p
や
く
目
■

⑳
切
碧
冨
毫
．
ミ
．
。
℃
■
串

⑳
　
逆
に
、
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
ら
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
労
働
婦
人
に
と
っ
て
も
、
何
の
調
練
も

　
な
し
に
、
逆
境
で
突
然
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
労
働
市
場
へ
入
っ
て
く
る
「
有
閑
婦
人
」

　
は
、
脅
威
で
あ
る
。

ヴィクトリア時代のフェミニズムの一考察（西村）

五
　
む

す

び

　
本
稿
で
は
、
明
確
に
組
織
さ
れ
た
社
会
運
動
と
し
て
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
性
質
を
、
主
に
そ
の
形
成
期
に
つ
い
て
取
り
扱
っ

た
。
そ
し
て
、
婦
人
の
解
放
の
た
め
の
運
動
の
起
源
お
よ
び
そ
の
改
革
の
範
囲
が
、
全
く
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
も
の
で
あ
る
と
確
認
す
る
と
同
時
に
、

そ
の
運
動
の
知
的
側
面
よ
り
も
、
経
済
的
困
窮
の
情
況
を
、
よ
り
重
要
な
要
因
と
し
て
述
べ
て
き
た
。
経
済
的
要
因
を
、
も
う
一
度
、
簡
単
に

ま
と
め
る
と
、
当
時
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
独
身
女
性
が
、
　
「
余
分
」
の
恐
れ
と
貧
困
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
、
職
を
必
要
と
し
た
が
、
当

時
の
女
子
教
育
の
劣
悪
さ
の
た
め
に
、
ま
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
内
の
婦
人
の
有
給
雇
用
へ
の
偏
見
・
因
習
の
た
め
に
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
ウ
ー
マ
ン
に

と
っ
て
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
の
立
場
を
手
に
入
れ
る
こ
と
し
か
生
計
の
手
段
を
欠
い
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
職
は
超
満
員
の
供
給
過

剰
、
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
安
い
俸
給
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
互
に
密
接
に
関
連
し
あ
っ
た
諸
々
の
悪
か
ら
、
結
局
女
子
の
教
育
改
革
、
ガ
ヴ

ァ
ネ
ス
以
外
の
雇
用
の
機
会
の
拡
大
の
運
動
が
生
ま
れ
て
、
そ
れ
ら
が
、
当
初
の
ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
救
済
の
狭
い
意
図
か
ら
、
よ
り
幡
の
広
い
（
と

い
っ
て
も
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
域
は
出
な
い
）
フ
ェ
、
・
こ
一
ズ
ム
へ
と
発
展
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
本
流
と
も
言
え
る
婦
人
参
政
権
運

動
の
土
壌
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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確
か
に
、
本
稿
の
は
じ
め
に
言
及
し
た
E
・
ア
レ
ヴ
ィ
の
言
う
よ
う
に
、
一
八
世
紀
の
偉
大
な
社
会
理
論
は
、
一
八
六
〇
年
頃
に
復
活
し
て

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
運
動
の
開
始
・
発
展
の
た
め
の
哲
学
上
、
イ
デ
オ
ρ
ギ
ー
上
の
基
礎
を
提
供
し
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
直
接
の
要
因
と
し
て

は
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
内
の
経
済
的
困
窮
の
方
が
、
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
経
済
的
切
迫
の
事
実
が
な
く
て
も
、
社
会
生
活
の

諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
り
、
平
等
の
主
張
を
押
し
す
す
め
る
知
識
人
の
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
教
育
の
あ
る

知
識
人
層
の
上
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
圧
力
を
行
使
し
た
物
質
的
必
要
性
が
な
か
っ
た
な
ら
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
こ
の
時
点
で
、
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て
、
一
般
的
な
共
感
を
呼
ぶ
歴
史
的
課
題
に
は
、
決
し
て
な
り
え
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
は
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
思
想
的
に
は
重
要
で
あ
る
が
、
運
動
論
に
お
け
る
欠
如
か
ら
実
践
的
運
動
に
は
直
結
し
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
こ
こ
で
取
り
扱
っ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
う
社
会
的
運
動
は
、
も
っ
と
広
い
意
味
を
持
つ
社
会
変
化
と
し
て
の
「
婦
人
の
解
放
」
の
一
例
分

で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
、
目
標
と
し
て
掲
げ
た
課
題
や
そ
の
改
革
の
諸
結
果
と
は
関
係
の
な
い
、
つ
ま
り
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
一
部
に
は
帰

せ
ら
れ
な
い
婦
人
の
生
活
・
地
位
・
役
割
に
お
け
る
大
き
な
変
化
が
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
生
じ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
扱
っ

た
入
手
可
能
な
史
料
で
は
、
ど
ん
底
生
活
者
ω
q
び
日
Φ
H
α
q
Φ
α
滞
簿
げ
の
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
り
得
な
い
。
ち
ょ
う
ど
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
態
度

な
り
習
慣
な
り
が
、
一
般
的
に
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
拡
が
り
、
一
般
大
衆
の
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
的
な
ト
ー
ン
を
樹
ち
立
て
た
よ
う
に
、
当
時
の

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
に
適
応
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
慣
行
が
、
実
際
に
婦
人
の
生
活
の
一
般
的
様
式
で
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
が
ち

で
あ
る
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
婦
人
が
、
彼
女
ら
の
立
場
の
認
識
に
目
ざ
め
つ
つ
あ
っ
た
時
、
同
時
代
の
人
に
と
っ
て
対
照
的
で
あ
っ
た
の
は
、

労
働
老
階
級
の
婦
人
の
、
決
し
て
「
無
用
」
で
は
な
い
生
活
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
ラ
ン
ク
で
起
っ
た
こ
と
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
ミ
ド
ル

ク
ラ
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
し
か
し
何
ら
か
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
か
ど
う
か
は
、
も
っ
と
詳
細
な
研
究
を
要
す
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
以
後
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
発
展
に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
の
婦
人
の
問
題
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
も
何
ら
か
の
影
響
・
刺

激
と
な
っ
て
作
用
し
て
、
フ
ェ
、
ミ
ニ
ズ
ム
の
変
更
修
正
を
迫
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
限
定
し
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
「
婦
人

の
解
放
」
の
研
究
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
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　　However，　we　can　not　on！y　understand　all　the，　descriptions　without

confusion，　but　aiso　find　their　corrspondence　with　the　statistics，　if　we

presume　as　follows．

　　That，　in　the　Ch‘ien－mo階β百system　by　Shang－yaηrg商鞍in　the　Han漢

period，　one　Ch‘ien－mo罷千β百consisted　of　ten　sqtlare　sections　of　cultivated

land，　each　of　which　was　5，000　Pus歩long　and　2，400　Pus歩broad，　one

hundred　Ch‘ings頃：in　area　and　bordered　by　lanes．　And　every　grown・

up　man　in　a　single　family　received　one　Ch‘ing頃．

　　That，　one　Hsiang　郷　coRsisted　of　one　Ch‘ien－mo［S千β百，　1，500　doors－

among　them，　5eO　doors　were　included　within　cast！e　zone．一，　Tou－hsiang

都郷consisted　of　two　Ch‘ien－mos粁隔，　and，　Hsien県consisted　of　one

乃醜5が伽8都郷and　three　Shiahlasiangs一ド郷within　one　hundred　lis里

around．　And，　one　T，ing亭every　ten　lis里，　one　Tou－hsiang都郷every

one　hundred　lis里were　set　up．

　　Acc6rding　to　the　statistics　in　the　Han漢period，　one　Hsien県con－

sisted　of　5，000　Ch‘ings頃　of　cultivated！and，20，000　Ch‘ings頃of蟻ncuL

tivated　arable　land，　and　15，000　Ch‘ings頃of　villages，　hills，　rivers，　forests

and　swamps．　This　description　accords　with　the　ratio　of　the　area　of

the　culivated　land　to　that　of　villages，　hil｝s，　rivers，　forests　and　swamps

in　the　feud　country（侯国）within　one　hundred　lis里around，　described

by　Li　Huang　　≡狐火皇in　the　Wei魏period．

　　Consequently，　we　can　recogn量ze，　the　Hsien県Hsiang郷　丁，碗9亭

Li里・system　in　the　O観πg’秦Hafz漢period　came　from　both　Clein一　Ti－

Li盤地力theory　by　Li－Huang李煙and　Ch‘ien－mo［汗陪system　by　Sha－

ng一】rang面面．

A　Study　of　Feminism　in　Victorian　England　：

　　　　　　　費
　　　　　　　around　the　victorian　governesses

by

S，　Nishimura

　　The　feminist　movement　in　England　was　one　of　the　most　striking　social

movements　led　by　direct　ergaiiized　action　during　the　period　between　tlae

beginning　of　the　Victorian　age　and　the　first　World　War．　The　initiative

of　this　movement　was　taken　consistent！y　by　the　middle－class　women　and

（316）



the　spread　of　the．　emancipation　was　also　limited　to　the　．　middle　classes．

But　one　of　’the　major　factprs　which　gave　rise　to　tliis　feininist　rebellion

coBsisted　in　the　economic　distress　of　those　gentlewomen　who　were

compelled　to　earn　their．　owエ11iving　in　spite　of　the　prejudice　against　paid

employment　outstaRding　．among　the　middle　classes．　Their　almost　only

occupation．was　the　half－prlvate　governess　and　therefore　its　occqpational

conditions　were　miserable，　for．　example，　notoriously　low　salary　caused

by　overstocl〈．

　　Those　facts　of　material　need　exertecl　a　constant　pressure　ovqr　the

development　of　feminism　in　England　during　its　formatlve　years．　The

attempts　to　relieve　those　governesses　raised・　up　the　movements　for　im－

proving　the　low　standard　of　middle－class　girls’　education　and　for　expanding

employment　opportuni’ties　for　those　gentlewomen，　and．further　developed

more　extensive　femiRism　out　of　the　early　narrow　intensions　of　gover－

nesses’　relief　and　nourished　the　feminists　of　talent　and　the　foundations

of　the　women’s　suffrage　movement，　that　is，　a　main　stream　of　feminism

in　England．
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